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ご注意

保証

HP製品、またはサービスの保証は、当該製品、およびサービスに付随する明示的な保証文によってのみ規定されるも

のとします。ここでの記載で追加保証を意図するものは一切ありません。 ここに含まれる技術的、編集上の誤り、ま

たは欠如について、HPはいかなる責任も負いません。

ここに記載する情報は、予告なしに変更されることがあります。

権利の制限

機密性のあるコンピューターソフトウェアです。これらを所有、使用、または複製するには、HPからの有効な使用許

諾が必要です。 商用コンピューターソフトウェア、コンピューターソフトウェアに関する文書類、および商用アイテ

ムの技術データは、FAR12.211および 12.212の規定に従い、ベンダーの標準商用ライセンスに基づいて米国政府に使

用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 1997-2013 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Adobe®は、Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社 ) の登録商標です。

Intel®、Intel® Itanium®、Intel® Xeon®、およびPentium® は、Intel Corporationの米国およびその他の国における登録商

標です。

Microsoft®、Windows®、Windows® XP、およびWindows Vista®は、米国におけるMicrosoft Corporationの登録商標です。

OracleとJavaは、Oracle Corporationおよびその関連会社の登録商標です。

UNIX®は、The Open Groupの登録商標です。
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ドキュメントの更新情報

このマニュアルの表紙には、以下の識別情報が記載されています。

 ソフトウェアバージョンの番号は、ソフトウェアのバージョンを示します。

 ドキュメントリリース日は、ドキュメントが更新されるたびに変更されます。

 ソフトウェアリリース日は、このバージョンのソフトウェアのリリース期日を表します。

更新状況、およびご使用のドキュメントが 新版かどうかは、次のサイトで確認できます。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals

適切な製品サポートサービスをお申し込みいただいたお客様は、 新版をご入手いただけます。 詳細は、HPの営業担

当にお問い合わせください。
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サポート

次のHPソフトウェアサポートのWebサイトを参照してください。

http://support.openview.hp.com/

HPソフトウェアサポートオンラインでは、対話型の技術支援ツールに効率的にアクセスできます。 HPソフトウェア

サポートのWebサイトでは、次のようなことができます。

 関心のあるナレッジドキュメントの検索

 サポートケースの登録とエンハンスメント要求のトラッキング

 ソフトウェアパッチのダウンロード

 サポート契約の管理

 HPサポート窓口の検索

 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

 他のソフトウェアカスタマーとの意見交換

 ソフトウェアトレーニングの検索と登録

一部のサポートを除き、サポートのご利用には、HP Passportユーザーとしてご登録の上、サインインしていただく必

要があります。また、多くのサポートのご利用には、サポート契約が必要です。

アクセスレベルの詳細については、次のWebサイトをご覧ください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp

HP Passport IDを登録するには、次のWebサイトにアクセスしてください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html （英語サイト）
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第 1 章 はじめに
HP Demand Managementの概要

HP Demand Managementは、リクエストを作成から実装まで管理するHP Project
and Portfolio Management Center (PPM Center) のコンポーネントです。各リクエ

ストは、ユーザインタフェースで視覚的に表されるワークフローを使用して

処理されます。HP Demand Managementには、これらのリクエストを処理する

ためのツールと設定可能なプロセスが備わっています。必要な情報がプロセ

スの適切な時期に確実に収集および検証されるよう、プロセス固有の情報の

入力を求めることによって、データのキャプチャが行われます。

HP Demand Managementは、さまざまな承認方法を使用することで複雑なビジ

ネスルールに従うことができます。リクエストがさまざまなワークフロース

テップを通過するたびに、電子メールやページャに通知を行うよう設定でき

ます。優先順位付け機能と委任機能を使用すると、適用されたワークフロー

に従ってリクエストを効率的に進め、関連する部署、グループ、または個人

にワークフローをルーティングできます。

本書には、次の情報が記載されています。

 HP Demand Managementでは、リクエストとは、アクションとプロセスを

開始および進ませる手段です。リクエストには、リクエストをワークフ

ローに従って進める一連のアクションの実行に必要なすべての情報が含

まれています。第 3 章「リクエストの表示」 (53ページ ) で、HP Demand
Managementリクエストの主要機能に関する情報について説明します。

 HP Demand Managementを使用すると、単純なソフトウェアの不具合リクエ

ストからプロジェクト範囲の変更リクエストまで、いくつかの異なるタイ

プのリクエストを送信できます。第 2 章「リクエストの作成」 (17ページ )
で、これらのリクエストの作成方法の詳細について説明します。
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 リクエストを作成したら、そのリクエストを処理および管理します。

第 4 章「リクエストの処理と管理」 (81ページ ) で、リクエストを開いて更

新する方法、およびレポートとポートレットを使用してリクエストを管理

する手順について説明します。

 HP Demand ManagementとHP Project Managementの両方を所有しているHP
カスタマは、HP Demand Managementのリクエストトラッキング機能をHP
Project Managementの送信可能日付および実績日付のトラッキング機能と

統合できます。第 5 章「リクエストとプロジェクトの統合」 (119ページ )
で、タスクとリクエストの統合および使用方法に関する情報について説明

します。

 HP Demand Managementには、デマンドマネージャがリクエストの監視と管

理に使用できる事前設定されたページが用意されています。第 6 章「[デ
マンドマネージャ] ページ」 (123ページ) で、事前設定されたページの説明

とページに表示されるポートレットについて説明します。

HP Demand Managementシステムの概要

HP Demand Managementリクエスト解決システムは、リクエストを作成から解

決までトラッキングするために使用されます。リクエスト解決システムの主

要コンポーネントは、リクエストとワークフローです。

リクエストは、HP Demand Managementの基本的な作業単位です。ヘルプが必

要な場合、リクエストを作成します。問題を報告する場合も、リクエストを

作成します。何かを実行する必要がある場合にも、リクエストを作成します。

リクエストを作成したら、解決に至るためのプロセスに従わなくてはなりま

せん。ワークフローとは、リクエストが解決に至るために辿るプロセスです。

ワークフローはワークフローステップから構成され、各ワークフローステッ

プは意思決定またアクションに対応します。

各ワークフローステップでは、情報をリクエストに追加して、既存の情報を

更新できます。たとえば、機能拡張リクエストを作成して、アプリケーショ

ンに対する変更をリクエストできます。リクエスト解決プロセスの後半の段

階では、機能拡張リクエストが承認されると、開発者が機能拡張リクエスト

の作業にアサインされます。
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PPM Centerでは、リクエストの詳細ページを介してリクエストと情報をやり

取りします。このリクエストの詳細ページには、リクエストに関するすべて

の情報が表示されます。リクエストの詳細ページは、リクエストに関する意

思決定とアクションを行う場所です。

意思決定を行うか、アクションを完了したら、ユーザはリクエストの詳細ペー

ジに手動でアクセスし、意思決定またはアクションを選択する必要がありま

す。その後、リクエストはワークフローの次のステップに進み、そこで別の

ユーザが意思決定または適切なアクションを実行します。図 1-1に、サンプル

リクエストのワークフローステップを示します。

図 1-1. リクエストとワークフロー
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リクエスト、リクエストタイプ、およびリクエストステータス

リクエストの詳細ページには、特定のビジネスプロセスを完了するのに必要

なすべての情報が表示されます。各リクエストには、「バグ」や「機能拡張」

などのリクエストタイプが関連付けられています。リクエストタイプによっ

て、含まれるフィールド、参加者、従うワークフローなど、リクエストの基

本的な機能が決まります。

リクエストステータスは、リクエストの現在のステータスのサマリ指標です。

たとえば、リクエストには、新規、アサイン済み、進行中のリクエストステー

タスがあります。リクエストがワークフローに従って移動すると、リクエス

トステータスが自動的に割り当てられます。HP Demand Managementには、業

務のニーズに合わせて変更できるHP提供のリクエストタイプが用意されてい

ます。

ワークフローとワークフローステップ 

ワークフローは、プロセスを始めから終わりまで定義する一連の論理ステッ

プから構成されています。任意のビジネスプロセスを仮想的に処理するよう

にワークフローを設定できます。固定した一連のプロセスに組織を適応させ

るのではなく、ワークフローを作成して既存のプロセスを自動化できます。

ワークフローステップは、完全なワークフローを構成するように相互リンク

されたイベントです。HP Demand Managementでは、次の4つのタイプのワー

クフローステップが使用されます。

 意思決定 : 意思決定ワークフローステップでは、ユーザまたはグループは、

リクエストの承認やタスクの完了など、意思決定または何らかのアクショ

ンを行う必要があります。意思決定ワークフローステップは、リソースが

そのステップに相応しい意思決定またはアクションを行ったことを示す

ために、手動で更新されます。

 実行: 実行ワークフローステップでは、システムがアクションを実行し、そ

の結果でワークフローステップを更新します。実行ワークフローステップ

は、トークンの値の計算など単純な場合もあれば、パッケージの作成や

Webページの更新などのように複雑な場合もあります。実行ワークフロー

ステップは自動的に更新され、アクションの結果を反映します。
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 条件 : 条件ワークフローステップは論理ステップで、AND/ORステートメ

ントを含めることができます。条件ワークフローステップは、すべての入

力がワークフローステップを満たしてからプロセスが次のステップへ進

むようにするなど、複雑なワークフロー処理に使用されます。

 サブワークフロー : サブワークフローワークフローステップは、リクエス

トに関連付けられたワークフローで使用される小さな自己完結型のワー

クフローです。

リクエスト処理とデータの整合性

リクエスト解決中に収集される情報は、通常、ワークフローに従ってリクエ

ストを移動させるために必要になります。リクエスト作成時にリクエストに

関連する一部の情報は利用可能ですが、その他の情報はワークフローの別の

ステップで取得されます。

別のワークフローステップで必要になった情報を取得するために、HP Demand
Managementでは、条件付きフィールド動作を使用します。たとえば、新しい

リクエストを作成するとします。 初は、[アサイン先 ] などのフィールドは不

要で、無効にしておくこともできます。

ただし、ワークフローのあるステップで、ユーザをリクエストにアサインす

る必要があります。この場合、そのワークフローステップで、問題に取り組

んでいるユーザまたはグループは、[アサイン先 ] フィールドへの入力が求めら

れます。この時点で必須になったフィールドには赤色のアスタリスクが付き、

ユーザがアサインされるまで、リクエストが次のワークフローに進めません。

また、[アサイン先 ] フィールドへの入力が完了しない限り、リクエストを保存

できません。
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多言語PPM CenterインスタンスでのHP Demand 

Managementの使用

PPM Centerが複数の言語をサポートしている場合、作成または変更するHP
Demand Managementエンティティ (リクエストタイプ、リクエストヘッダタイ

プ、通知、ワークフロー、リクエストなど) にどのような影響があるかを理解

しておきましょう。

複数言語ユーザインタフェース (MLU) を持つPPM CenterインスタンスでHP
Demand Managementを使用する場合、次を注意してください。

 作成するエンティティは、ログオン時に選択した言語 (セッション言語) で
定義されます。エンティティの作成後、そのエンティティは定義言語での

み変更できます。

 エンティティをセッション言語以外の言語で定義した場合、 初に定義言

語を変更しない限り、エンティティを編集できません。

 PPM Workbenchからエンティティをコピーし、そのエンティティがセッショ

ン言語以外の言語で定義されている場合、そのエンティティの既存の翻訳

をコピーできます。

 通知の受取人は、通知をセッション言語で閲覧表示できます。通知受取人

のセッション言語がPPM Centerインスタンスでサポートされていない場

合は、通知の定義言語が使用されます。

セッション言語、定義言語、および複数言語ユーザインタフェース (MLU) で
のHP Demand Managementエンティティの翻訳の詳細については、『Multilingual
User Interface Guide』を参照してください。
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関連ドキュメント

HP Demand Managementに関連する情報の詳細については、次のドキュメント

を参照してください。

 『HP Demand Management設定ガイド』

 『Tracking and Managing IT Demandユーザーガイド』

 『Tracking and Managing IT Demand Configuration Guide』

 『Multilingual User Interface Guide』

 『HP Time Managementユーザーガイド』

 『HP Time Management Configuration Guide』

 『HP Project Managementユーザーガイド』

 『Reports Guide and Reference』

 『スタートアップガイド』

 『新機能と変更点』

 『HPエンティティガイド』: HP Demand Managementのすべてのポートレッ

ト、リクエストタイプ、およびワークフローについて説明しています。
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第 2 章 リクエストの作成
リクエストの作成の概要 

HP Demand Managementでは、リクエストとは、アクションとプロセスを開始

する手段です。リクエストには、一連のアクションを実行し、ワークフロー

に従って移動するために必要なすべての情報が含まれています。

リクエストに含まれている情報は、リクエストタイプによって異なります。た

とえば、機能拡張リクエストを作成する場合、入力する情報は、アプリケー

ションの不具合リクエストを作成する場合とは異なります。ただし、ほとん

どのリクエストタイプには、共通の基本構成があります。

18ページの図 2-1は、 小化して主要セクションのみを表示したリクエストの

詳細ページです。リクエストの詳細ページの主要セクションは次のとおりです。

 ヘッダセクション : リクエストタイプ、リクエストの作成者、作成日付など

の一般的な情報が含まれています。この場合、ヘッダセクションには [サ
マリ ] と [作業項目フィールド ] サブセクションがあります。

 詳細セクション : 問題の説明、影響を受けるビジネス領域、リクエストの

解決など、リクエストに固有の情報が含まれています。通常、リクエスト

を作成する場合、詳細セクションのいくつかのフィールドへの入力が求め

られます。この場合、詳細セクションのサブセクションは、[メモ ] と [参
照 ] を除く残りのセクションになります。

 [メモ ] セクション : リクエストに関して付記する情報を入力するフィール

ドがあります。メモの入力はオプションです。
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 [参照 ] セクション : リクエストに関するその他の情報を追加および表示し

ます。たとえば、リクエストへの参照としてドキュメントを添付したり、

URLを指定したりできます。

図 2-1. 一部のセクションが最小化されたリクエストの詳細ページ
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リクエストの詳細ページについては、「リクエストの表示」 (53ページ) を参照

してください。

リクエストの作成

リクエストを作成するには、次の場所からアクセスできる [新規リクエストの

作成 ] ページを使用します (詳細については、後続の項で説明します)。

 メニューバー

 リクエストの詳細ページの [参照 ] セクション

 HP Project Managementのプロジェクト

 HP Project Managementのタスク

 HP Deployment Managementのパッケージ

 HP Deployment Managementのリリース

HP Project Managementからリクエストを作成する方法については、「リクエス

トとプロジェクトの統合」 (119ページ ) を参照してください。HP Deployment
Management からリクエストを作成する方法については、『HP Deployment
Managementユーザーガイド』を参照してください。
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メニューバーからリクエストを作成

リクエストの作成にはメニューバーを使用するのが一般的です。リクエスト

を作成すると、リクエストには自動的に固有の番号がアサインされ、 初か

ら 後までトラッキングされます。これにより、リクエストのワークフロー

内ですべてのステップにおけるタスクが完了したことを示すことができます。

リクエストを作成するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. 次のいずれかを実行します。

 初めてリクエストを作成する場合は、[開く ] メニューで、[Demand

Management] > [リクエスト] をクリックします。

[新規リクエストの作成 ] ページが開きます。

PPM Centerインスタンスが複数言語をサポートしている場合、新しいリクエストタイプを作

成すると、その定義言語が自動的に現在のセッション言語に設定されます。詳細については、

『Multilingual User Interface Guide』を参照してください。
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 近使用したリクエストタイプを使用してリクエストを作成するに

は、[作成 ] メニューで、[リクエスト ] > [<リクエストタイプ>] をクリッ

クして、23ページの手順 5に進みます。

[リクエストの作成 ] サブメニューには、 近使用したリクエストタイプ

が5つまでリスト表示されます。これは、[新規リクエストの作成 ] ペー

ジの [目的のアクションに基づいて作成 ] セクションにリスト表示されて

いるリクエスト表示と対応しています。あるリクエストタイプのすべ

てのリクエスト (クローズしたリクエストを含む ) を削除すると、その

リクエストタイプは [リクエストの作成 ] サブメニューから削除されま

す。[リクエストの作成 ] サブメニューは、 近作成したリクエストタイ

プがすべて削除されると非表示になります。

 それ以外の場合、[作成 ] メニューで、[リクエスト ] > [他のタイプ ...] をク

リックします。

[新規リクエストの作成 ] ページが開きます。

3. [リクエストタイプ ] リストから、作成するリクエストタイプを選択します。

選択するリクエストタイプは、ライセンスとアクセス許可、アサインされ

るセキュリティグループによって異なります。[目的のアクションに基づい

て作成 ] セクションには、 近作成されたリクエストタイプがリスト表示

されています。
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4. [作成 ] をクリックします。

[新規 <リクエストタイプ> の作成 ] ページが開きます。

リクエストの詳細ページに表示されるセクションは、選択したリクエスト

タイプによって異なります。
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5. ヘッダセクションで、必要に応じてフィールドに入力します。この場合、

ヘッダセクションには [サマリ ] サブセクションがあります。

ヘッダセクションには、リクエストに関する一般的な情報を入力するため

のフィールドがあります。必須フィールドには、赤色のアスタリスクが付

いています。ほかのすべてのフィールドはオプションですが、これらの

フィールドを使用して、リクエストをレビューしているほかのユーザに役

立つ情報を提供できます。

6. 詳細セクションで、必須フィールドに入力し、リクエストに役立つその他

の情報を入力します。この場合、詳細セクションのサブセクションは、[メ
モ ] と [参照 ] を除く残りのセクションになります。

詳細セクションには、サブセクションを設定できます。特定のフィールド

に関する情報については、フィールドの横にある [ヘルプ ] アイコン (使用

可能な場合 ) をクリックします。

7. [メモ ] セクションには、ほかのユーザが使用可能なリクエストに関する追

加情報を入力します。

8. 参照をリクエストに追加するには、[参照 ] セクションを使用します。

インターネットでアクセス可能なファイルを参照したり、ローカルマシン

のドキュメントまたはファイルを現在のリクエストに添付したりできま

す。パッケージ、タスク、リクエストを参照することもできます。参照の

追加方法の詳細については、「リクエストへの参照の追加の概要」 (38ペー

ジ ) を参照してください。

9. [送信 ] をクリックします。

[リクエストの作成が確認されました ] ページが開き、新規リクエストにア

サインされた番号およびリクエストの説明が表示されます。

10. 送信済みリクエストに対して生成された詳細ページを表示するには、[リク

エスト番号 ] をクリックします。

新しいリクエストを送信すると、HP Demand Managementによって新規などの

初期ステータスがアサインされ、関連付けられているワークフローに応じて、

承認、意思決定、アクションという標準のビジネスプロセスに従ってルーティ

ングされます。詳細については、「リクエストの処理と管理」 (81ページ ) を参

照してください。

PPM Centerは、リクエストの送信前にリクエストを保存するよう設定できます。自分の

サイトでこの機能を有効にするには、アプリケーション管理者に問い合せてください。
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[参照 ] セクションからのリクエストの作成

リクエストの詳細ページの [参照] セクションからリクエストを作成できます。

リクエストの詳細ページの [参照 ] セクションからリクエストを作成するに

は、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. [検索 ] メニューで、[リクエスト ] をクリックします。

[リクエストの検索] ページが開きます。

3. リクエストを検索するには、検索基準を入力して、[検索] をクリックします。

4. [リクエスト検索結果 ] セクションの [リクエスト番号 ] 列で、番号をクリック

して対応するリクエストを開きます。

リクエストの詳細ページが開きます。

5. [ジャンプ先 ] ナビゲーションパネルから [参照] をクリックします。

6. [新規参照 ] リストから、[リクエスト (新規 )] を選択します。

PPM Centerインスタンスが複数言語をサポートしている場合、新しいリクエストタイプを作

成すると、その定義言語が自動的に現在のセッション言語に設定されます。詳細については、

『Multilingual User Interface Guide』を参照してください。
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7. [追加 ] をクリックします。

[新規リクエストの作成 ] ページが開きます。

8. [リクエストタイプ] リストから、作成するリクエストのタイプを選択します。

9. [リレーションシップ ] で、新規リクエストをオープン済みリクエストと関

連付けるオプションを選択します。

10. [作成 ] をクリックします。

[新規 <リクエストタイプ> の作成 ] ページが開きます。

11. 赤色のアスタリスクが付いているフィールドに、必須情報をすべて入力し

ます。

12. リクエストに役立つ追加情報を入力します。

13. [送信 ] をクリックします。

リクエスト間のリレーションシップの確立の詳細については、「リクエストへの参照の追加

の概要」 (38ページ ) を参照してください。

[新規 <リクエストタイプ> の作成 ] ページの入力方法については、「メニューバーからリ

クエストを作成」 (20ページ ) を参照してください。
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リクエストのコピーによるリクエストの作成

既存のリクエストをコピーして、リクエストを作成できます。これで両方の

リクエストに共通する情報の再入力が不要になります。

既存のリクエストをコピーするには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開きます。

リクエストの詳細ページが開きます。

3. 右上隅の [コピー ] をクリックします。

[リクエストのコピー ] ページが開きます。

4. 元のリクエストに関連付けられているメモを新しいリクエストに追加す

るには、[リクエストメモのコピー ] チェックボックスを選択したままにし

ます。

5. 元のリクエストに関連付けられている参照を新しいリクエストに追加す

るには、[リクエスト参照のコピー ] チェックボックスを選択したままにし

ます。

6. [コピー ] をクリックします。

[新規 <リクエストタイプ> の作成 ] ページが開き、コピーされた情報が表

示されます。ヘッダセクションと詳細セクションのすべてのフィールドの

値が新しいリクエストに複製されます。

PPM Centerインスタンスが複数言語をサポートしていて、既存のフィールドをコピーしてリ

クエストを作成した場合、元のエンティティの定義言語が異なっていても、コピーアクション

の結果として作成された新規リクエストでは、その定義言語が自動的に現在のセッション言語

に設定されます。詳細については、『Multilingual User Interface Guide』を参照してください。

リクエストを開くには、「リクエストを開いて更新」 (90ページ ) を参照してください。
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7. 必要に応じてフィールドの値を変更し、[送信 ] をクリックします。

[リクエストのコピーが確認されました] ページに、リクエストが正常にコ

ピーされたことが示されます。

8. 新規リクエストまたはコピーされたリクエストを開くには、表示されてい

るリクエスト番号をクリックします。
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XMLファイルからのリクエストのインポート

XMLファイルをコンピュータ上で作成し、XMLバージョンのリクエストが必

要なプロセスを完了させるため、次のタスクを実行できます。

 「XMLファイルからのリクエストのインポート」

 「特定の形式でのリクエストのXMLファイルへのエクスポート」

XMLファイルからのリクエストのインポート

[XMLからのリクエストのインポート] メニューオプションを使用して、XMLファ

イルをリクエストとしてインポートできます。Webページでは、XMLファイ

ルをXSLTテンプレートと同様に入力として使用し、指定したXMLファイル

をインポートして新しいリクエストを作成または既存のリクエストを更新し

ます。

インポートタスクを実行するには、「Demand Mgmt: リクエストのインポート」

アクセス許可が必要です。

XMLファイルのインポートによる新しいリクエストの作成

XMLファイルをインポートして新しいリクエストを作成するには

1. PPM Centerにログオンします。
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2. [開く ] メニューで、[Demand Management] > [XMLからのリクエストのイン

ポート ] をクリックします。

[XMLからのリクエストのインポート ] ページが開きます。

3. [インポートするXMLファイル] フィールドで [参照] をクリックして、インポー

トするXMLファイルを検索して選択します。

4. [XSLテンプレート ] フィールドで、ドロップダウンボタンをクリックして、

インポートしたXMLファイルに関連付けるXMLテンプレートを選択し

ます。

XSLテンプレートは、管理者ユーザがPPM Workbenchで設定します。XSL
テンプレートの設定の詳細については、『HP Demand Management 
Configuration Guide』を参照してください。

5. [新規リクエストの作成 ] を選択します。

6. (オプション ) 初めてXMLファイルをインポートする場合は、正式にイン

ポートする前にテストすることもできます。この場合、[テスト ] ボタンを

クリックします。

XMLファイルが正常にインポートされるかがテストされます。

 テスト結果ページに「テストは正常に完了しました。」と表示された場合、

手順 7に進んでください。

 「受信XMLファイルの解析中にエラーが発生しました...」と表示された場

合、原因を解決し、XMLがインポートできるようにしてください。

7. [インポート ] ボタンをクリックします。
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8. インポート結果と、新しく作成されたリクエストの IDを確認します。

9. [戻る ] をクリックして、[XMLからのリクエストのインポート ] ページに

戻ります。

XMLファイルのインポートによる既存のリクエストの更新

XMLファイルをインポートして既存のリクエストの更新するには

1. PPM Centerにログオンします。

2. [開く ] メニューで、[Demand Management] > [XMLからのリクエストのイン

ポート ] をクリックします。

[XMLからのリクエストのインポート ] ページが開きます。

3. [インポートするXMLファイル ] フィールドで [参照 ] をクリックして、イン

ポートするXMLファイルを検索して選択します。

4. [XSLTテンプレート] フィールドで、ドロップダウンボタンをクリックして、

インポートしたXMLファイルに関連付けるXSLTテンプレートを選択し

ます。

XSLT テンプレートは、管理者ユーザがPPM Workbench で設定します。

XSLT テンプレートの設定の詳細については、『HP Demand Management
Configuration Guide』を参照してください。

5. [既存のリクエストの更新 ] を選択します。

これで、[Request ID] フィールドが有効になります。

インポートされたXMLが選択したXSLテンプレートと一致しない場合でも「テスト/イン

ポートは正常に完了しました」というメッセージが表示されますが、対応するリクエスト

IDは生成されず、ログに「pass:0」と記録されます。
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6. [Request ID] フィールドのセレクタアイコンをクリックします。

ポップアップウィンドウに、利用可能なすべての選択肢がリスト表示され

ます。検索フィルタを入力して目的のリクエスト IDを探すか、リストか

ら値を選択します。

7. (オプション ) 初めてXMLファイルをインポートする場合は、正式にイン

ポートする前にテストすることもできます。この場合、[テスト ] ボタンを

クリックします。

XMLファイルが正常にインポートされるかがテストされます。

 テスト結果ページに「テストは正常に完了しました。」と表示された場合、

手順 8に進んでください。

 「受信XMLファイルの解析中にエラーが発生しました...」と表示された場

合、原因を解決し、XMLがインポートできるようにしてください。

8. [インポート ] ボタンをクリックします。

9. インポート結果と、新しく作成されたリクエストの IDを確認します。

10. [戻る ] をクリックして、[XMLからのリクエストのインポート ] ページに

戻ります。

インポートされたXMLが選択したXSLテンプレートと一致しない場合でも「テスト/イン

ポートは正常に完了しました」というメッセージが表示されますが、対応するリクエスト

IDは生成されず、ログに「pass:0」と記録されます。
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特定の形式でのリクエストのXMLファイルへのエクスポート

レポートを作成して、リクエストを特定の形式でXMLにエクスポートするには

1. PPM Centerにログオンします。

2. [開く ] メニューで、[レポート ] > [レポートの作成 ] をクリックします。

[新規レポートの送信 ] ページが開きます。

3. [カテゴリ別にレポートを選択 ] セクションで次を選択します。

 [レポートカテゴリ ] で、該当するカテゴリを選択します。

 新しく作成したレポートタイプのリンクをクリックします。

[レポートの送信 :<レポート名>] ウィンドウが開きます。

4. [レポートパラメータ ] セクションの、

a. [Request ID] フィールドで、セレクタアイコンを使用してリクエスト

番号を指定します。

b. [テンプレート] フィールドで、セレクタアイコンを使用してテンプレー

トを選択します。
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5. [送信 ] をクリックします。

[レポートの送信 ] ウィンドウが開きます。レポートが完了するとステータ

スは更新されます。

6. 完了したXMLレポートは、別ウィンドウに表示されます。
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リクエストへのリソースのアサイン

リクエストを作成または編集する場合、リクエストの詳細ページの [サマリ ]
セクションまたは [リソース] セクション (管理者がリソーストラッキングを有

効にしている場合 ) から、リソースを手動でリクエストにアサインできます。

リクエストの詳細ページの [サマリ ] セクションからリソースをアサインする

リクエストの詳細ページの [サマリ ] セクションから個々のリソースをアサイ

ンするには、次の手順を実行します。

1. [アサイン先] フィールドの右側にあるリソースセレクタアイコン をクリッ

クします。

[検索と選択] ウィンドウが開きます。

2. 次のいずれかを行います。

 リストされているリソースをスクロールして、アサインするリソース

を選択します。

リストされているリソースの数を制限するには、次の手順を実行します。

a. [アサイン先 ]、[部署 ]、[名 ]、[姓 ] の各フィールドを任意に組み合わせ

て検索プリファレンスを入力します。

b. [検索] をクリックします。

c. 表示されたリソースのリストから、リソース名を選択します。

[検索と選択 ] ウィンドウが閉じ、[アサイン先 ] フィールドに選択したリ

ソース名が表示されます。

リソースを追加するには、リクエストを保存するか、新規リクエストの場合は、リクエス

トを送信する必要があります。
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[サマリ] セクションから複数のリソースをアサインするには、次の手順を実行

します。

1. [アサイン先] フィールドの右側にあるリソースセレクタアイコン をクリッ

クします。

[アサインするリソースの選択 ] ページが開きます。

2. [可用性が次の日から ] フィールドを使用して、リソースにアサインする予

定の日付範囲を指定します。

3. リソースに特定のスキルを指定するには、次の手順を実行します。

a. [スキルの追加] をクリックします。

b. 指定が可能なスキルを選択します。

c. [理想的な技能] リストで、リソースに求めるこのスキルの技能レベルを

選択します。

4. リソースの検索結果をさらに絞り込むには、次の表にリストされているオ

プションのフィールドに値を入力します。

フィールド 説明

適合スコアが次の値より大きい

結果のみ表示

ロール、スキル、可用性に基づいて、リクエストに

対するリソースの適合性を表す数値を指定します。

スコアが高いほど、そのリソースのリクエストへの

アサインが適合していることになります。適合スコ

アの詳細については、『HP Resource Management
ユーザーガイド』を参照してください。

リソース名 複数のリソースを名前で選択します。

ロール
リソースが所属する必要がある1 つまたは複数の

ロールを選択します。

リソースプール
リクエストにアサインするリソースプールを指定

します。

組織単位
リソースが所属する必要がある組織単位を選択し

ます。
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5. [検索 ] をクリックします。

[リソース結果] タブに、検索基準を満たすリソースがリスト表示されます。

6. 指定した日付範囲でリストされたリソースの負荷を表示するには、表示さ

せたいリソースのチェックボックスを選択し、[リソース負荷の表示 ] をク

リックします。

[リソース負荷内訳 - アサインサマリ ] ウィンドウが開き、指定した期間の

選択したリソースの作業割り当てが表示されます。

7. リストされている2人以上のリソースのスキルを比較するには、表示させ

たいリソースのチェックボックスを選択し、[スキルの比較 ] をクリックし

ます。

[スキルの比較 ] ウィンドウが開き、選択した各リソースのスキルとスキル

レベルが表示されます。

リソースカテゴリ
リソースが所属する必要がある1つまたは複数のリ

ソースカテゴリを選択します。

場所
リストから、リソースを配置する必要があるサイト

を選択します。

部署
リストから、リソースが所属している必要がある部

署を選択します。

フィールド 説明

リソースを追加するには、リクエストを保存するか、新規リクエストの場合は、リクエス

トを送信する必要があります。
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リクエストの詳細ページの [リソース ] セクションからリソースを割り当てる

管理者がHP Demand Managementのリソーストラッキング機能を有効にし、必

要な権限が与えられている場合、リクエストの詳細ページの [リソース ] セク

ションからリクエストのリソース割り当てを管理できます。

[リソース ] セクションからリソースをリクエストに割り当てるには、次の手順

を実行します。

1. リクエストの詳細ページで、[リソース ] セクションを展開します。

2. [リソースの追加 ] をクリックします。

[検索と選択] ウィンドウが開きます。

3. 次のいずれかを行います。

 リストされているリソースをスクロールして、アサインするリソース

を選択します。

リストされているリソースの数を制限するには、次の手順を実行します。

a. [アサイン先 ]、[部署 ]、[名 ]、[姓 ] の各フィールドを任意に組み合わせ

て検索プリファレンスを入力します。

b. [検索] をクリックします。

c. 表示されたリソースのリストから、リソース名を選択します。

[検索と選択] ウィンドウが閉じ、[リソース ] セクションに選択したリソー

ス名が表示されます。

4. 追加したばかりのリソースをコミットするには、次のいずれかを実行し

ます。

 新規リクエストの場合は、[送信 ] をクリックします。

 それ以外の場合は、[保存 ] をクリックします。
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リクエストへの参照の追加の概要

リクエストの詳細ページの [参照 ] セクションを使用すると、リクエストに関

連する補足情報を追加 (および表示) できます。たとえば、リクエストに関す

る詳細情報を提供するドキュメントまたはWebページのURLを追加できます。

次の参照タイプをリクエストに関連付けることができます。

 添付ファイル

 パッケージ (新規および既存)

 その他のプログラム

 プロジェクト

 リリース

 リクエスト (新規および既存)

 タスク

 URL

パッケージやその他のリクエストなど、一部の参照については、元のリクエ

ストに対する依存リレーションシップを設定できます。たとえば、リクエス

トはパッケージの先行タスクであるため、リクエストを閉じるまで、パッケー

ジをワークフローに沿って継続できないように指定できます。参照と可能な

依存関係リレーションシップのリストについては、「リクエストの詳細ペー

ジ、[参照 ] セクション」 (76ページ ) を参照してください。
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リクエストへ参照を追加

この項では、さまざまなタイプの参照をリクエストに追加する手順について

説明します。

添付ファイルを参照として追加する

添付ファイルを参照としてリクエストに追加するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開くか、作成します。

3. [ジャンプ先 ] ナビゲーションパネルから [参照] をクリックします。

4. [新規参照 ] リストから、[添付ファイル ] を選択します。

5. [追加 ] をクリックします。

[ドキュメントの追加 ] ウィンドウが開きます。

6. [ファイル ] フィールドに、参照として追加するドキュメントファイルの名

前を入力します。

7. [作者 ] フィールドでは、自分の名前を添付ファイルの作者名と置き換える

ことができます。

8. [説明 ] フィールドでは、添付ファイルの説明を入力できます。

9. [追加 ] をクリックします。

リクエストの詳細ページの [保存時に追加される参照 ] フィールドに、参照

された添付ファイルがリスト表示されます。

10. [保存 ] をクリックします。

添付するファイルの名前には、アポストロフィを含めることはできません。アポストロフィ

が含まれている場合、次回リクエストを開いたときにスクリプトエラーが発生します。

添付ファイルを参照として追加するには、リクエストを保存する必要があります。
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既存パッケージを参照として追加する 

リクエストに対して既存のパッケージを参照できます。

既存パッケージを参照するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開くか、作成します。

3. [ジャンプ先 ] ナビゲーションパネルから [参照] をクリックします。

4. [新規参照 ] リストから、[パッケージ (既存 )] を選択します。

5. [追加 ] をクリックします。

[参照の追加 : パッケージ ] ウィンドウが開きます。

6. 利用できるフィールドに検索基準を入力します。

7. [検索 ] をクリックします。

[パッケージ検索結果 ] セクションに、検索基準に一致するパッケージがリ

スト表示されます。このセクションには、リレーションシップタイプのリ

ストも含まれています。

8. [選択したパッケージのリクエスト番号 <リクエスト番号> に対するリレーショ

ンシップを選択 ] で、リクエストとパッケージ間のリレーションシップを記

述しているオプションをクリックします。

9. [パッケージ検索結果] セクションで、追加するパッケージ名の横にあるチェッ

クボックスを選択します。
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10. [追加 ] をクリックします。

リクエストの詳細ページの [保存時に追加される参照 ] フィールドに、パッ

ケージ名とそのリクエストに対するリレーションシップが表示されます。

11. [保存 ] をクリックします。

[参照] セクションの [パッケージ ] サブセクションに、参照されたパッケー

ジがリストされています。

新規パッケージを参照として追加する

新規パッケージを作成して、リクエストへ参照として追加できます。

新規パッケージを参照するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開くか、作成します。

3. [ジャンプ先 ] ナビゲーションパネルから [参照] をクリックします。

4. [新規参照 ] リストから、[パッケージ (新規 )] を選択します。

5. [追加 ] をクリックします。

[新規パッケージの作成 ] ウィンドウが開きます。

6. [リレーションシップ ] で、新規パッケージとオープン済みリクエストとの

リレーションシップを記述しているオプションを選択します。

7. [作成 ] をクリックします。

パッケージを参照として追加するには、リクエストを保存する必要があります。
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[新規パッケージの作成 ] ウィンドウが開きます。リクエストからの一致し

た任意のヘッダ情報 (説明、優先度、パッケージタイプなど ) は、自動的

にパッケージに追加されます。

8. 必要なすべての情報、および利用可能にする任意の情報を入力して、[保存 ]
をクリックします。

リクエストの詳細ページの [保存時に追加される参照 ] フィールドに、新し

いパッケージ名がリスト表示されます。

9. [保存 ] をクリックします。

パッケージを参照として追加するには、リクエストを保存する必要があります。
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プログラムを参照として追加する

リクエストに対して既存のプログラムを参照できます。

既存のプログラムを参照するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開くか、作成します。

3. [ジャンプ先 ] ナビゲーションパネルから [参照] をクリックします。

4. [新規参照 ] リストから、[プログラム ] を選択します。

5. [追加 ] をクリックします。

[参照プログラム ] ウィンドウが開きます。

6. [プログラム ] フィールドに、リクエスト参照として追加するプログラムの

名前を入力します。

7. [リレーションシップ ] で、プログラムをリクエストと関連付ける方法を選

択します。

8. [追加 ] をクリックします。

リクエストの詳細ページの [保存時に追加される参照 ] フィールドに、プロ

グラム名がリストされ、そのリクエストに対するリレーションシップが表

示されます。

9. [保存 ] をクリックします。

プログラムを参照として追加するには、リクエストを保存する必要があります。
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プロジェクトを参照として追加する 

既存のプロジェクトを参照として添付するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開くか、作成します。

3. リクエストの詳細ページで、[参照 ] セクションを展開します。

4. [新規参照 ] リストから、[プロジェクト ] を選択します。

5. [追加 ] をクリックします。

[参照の追加 : プロジェクト] ウィンドウが開きます。

6. 必要な情報、および記録する任意の情報を入力して、[検索 ] をクリックし

ます。

[参照の追加 : プロジェクト ] ウィンドウに、検索基準に一致するリレー

ションシップタイプとプロジェクトがリスト表示されます。

7. [選択したプロジェクトのリクエスト番号 <リクエスト番号> に対するリレーショ

ンシップを選択 ] で、プロジェクトをリクエストと関連付けるオプションを

選択します。

8. [表示するプロジェクトの選択 ] セクションで、参照としてリクエストに追加

するプロジェクトのチェックボックスを選択します。

9. [追加 ] をクリックします。

リクエストの詳細ページの [保存時に追加される参照 ] フィールドに、プロ

ジェクト名がリストされ、そのリクエストに対するリレーションシップが

表示されます。

10. [保存 ] をクリックします。

これで、リクエストの詳細ページに選択したプロジェクトがリスト表示され

ます。

参照を追加するには、リクエストを保存または送信する必要があります。
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リリースを参照として追加する 

既存のリリースを参照としてリクエストに追加できます。

既存のリリースを参照するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開くか、作成します。

3. [ジャンプ先 ] ナビゲーションパネルから [参照] をクリックします。

4. [新規参照 ] リストから、[リリース ] を選択します。

5. [追加 ] をクリックします。

[参照リリース ] ウィンドウが開きます。

6. [リリース ] フィールドに、リリースのバージョンを入力します。

7. [リレーションシップ ] で、リリースとオープン済みリクエストとのリレー

ションシップを記述しているオプションを選択します。

8. [追加 ] をクリックします。

リクエストの詳細ページの [保存時に追加される参照] フィールドに、リリー

ス名がリストされ、そのリクエストに対するリレーションシップが表示さ

れます。

9. [保存 ] をクリックします。

リリースを参照として追加するには、リクエストを保存する必要があります。
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既存リクエストを参照として追加する 

既存リクエストを参照としてリクエストに追加できます。

既存リクエストを参照するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開くか、作成します。

3. [ジャンプ先 ] ナビゲーションパネルから [参照] をクリックします。

4. [新規参照 ] リストから、[リクエスト (既存 )] を選択します。

5. [追加 ] をクリックします。

[参照の追加 : リクエスト ] ウィンドウが開きます。

6. オープン済みリクエストを参照するリクエストを検索するには、検索基準

を入力して、[検索 ] をクリックします。

[参照の追加 : リクエスト ] ウィンドウに、指定可能なリレーションシップ

タイプがリスト表示されます。[リクエスト検索結果 ] セクションに、検索

基準に一致するリクエストがリスト表示されます。

7. [選択したリクエストのリクエスト番号 <リクエスト番号> に対するリレーショ

ンシップを選択 ] で、選択しようとしているリクエストをオープン済みリク

エストと関連付けるオプションを選択します。

8. [リクエスト検索結果] セクションで、追加するリクエストの横にあるチェッ

クボックスを選択します。

9. [追加 ] をクリックします。

リクエストの詳細ページの [保存時に追加される参照 ] フィールドに、選択

したリクエストがリスト表示されます。

10. [保存 ] をクリックします。

リクエストの詳細ページの [参照 ] セクションの [リクエスト ] サブセクション

に、参照されたリクエストがリスト表示されます。

参照を追加するには、オープン済みリクエストを保存する必要があります。
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新規リクエストを参照として追加する 

新規リクエストを参照として既存リクエストに追加できます。

新規リクエストを参照するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開くか、作成します。

3. [ジャンプ先 ] ナビゲーションパネルから [参照] をクリックします。

4. [新規参照 ] リストから、[リクエスト (新規 )] を選択します。

5. [追加 ] をクリックします。

[新規リクエストの作成 ] ページが開きます。

6. [リクエストタイプ] リストから、作成するリクエストのタイプを選択します。

7. [リレーションシップ ] で、新規リクエストをオープン済みリクエストと関

連付ける方法を記述するオプションを選択します。

8. [作成 ] をクリックします。

[新規 <リクエストタイプ> の作成 ] ウィンドウに、選択したリクエストタ

イプで使用できるフィールドが表示されます。

9. 必要なすべてのフィールドの情報、および記録する任意の情報を入力し

ます。

10. [送信 ] をクリックします。

元の (オープン済み ) リクエストの詳細ページの [保存時に追加される参照 ]
フィールドに、選択したリクエストがリスト表示されます。

11. [保存 ] をクリックします。

リクエストの詳細ページの [参照 ] セクションの [リクエスト ] サブセクション

に、追加した新規リクエストがリスト表示されます。
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タスクを参照として追加する 

タスクを参照としてリクエストに追加できます。

既存のタスクを参照するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開くか、作成します。

3. [ジャンプ先 ] ナビゲーションパネルから [参照] をクリックします。

4. [新規参照 ] リストから、[タスク ] を選択します。

5. [追加 ] をクリックします。

[参照の追加 : タスク] ウィンドウが開きます。

6. 提供されたフィールドを使用して、検索基準を入力します。

7. [検索 ] をクリックします。

[参照の追加 : タスク] ウィンドウに、検索基準に一致するタスクがリスト

表示されます。

8. [表示するタスクの選択 ] セクションで、参照としてオープン済みリクエスト

に追加するタスクのチェックボックスを選択します。

9. [追加 ] をクリックします。

これでリクエストの詳細ページの [保存時に追加される参照] フィールドに、

選択したリクエストがリスト表示されます。

10. [保存 ] をクリックします。

リクエストの詳細ページの [参照 ] セクションの [タスク ] セクションに、追加

したタスクがリスト表示されます。

リクエストとタスク間に存在できるリレーションシップは、「このタスク関連」のみです。
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URLを参照として追加する 

リクエストに対して既存のURLを参照できます。

既存のURLを参照するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを開くか、作成します。

3. [ジャンプ先 ] ナビゲーションパネルから [参照] をクリックします。

4. [新規参照 ] リストから、[URL] を選択します。

5. [追加 ] をクリックします。

[参照URL] ウィンドウが開きます。

6. [URL] フィールドに、URLアドレスを入力します。

7. URLをテストするには、[URLの表示] をクリックします。

8. [説明 ] フィールドでは、URLの短い説明を入力できます。

9. [OK] をクリックします。

オープン済みリクエストの詳細ページの [保存時に追加される参照 ] フィー

ルドに、指定したURLがリスト表示されます。

10. [保存 ] をクリックします。

リクエストの詳細ページの [参照 ] セクションの [URL] セクションに、追加し

たURLがリスト表示されます。
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リクエストのサービスの指定

管理者が [リクエスト作成 ] ページの [サービス ] フィールドを有効にし、サー

ビスに必要なリクエストタイプを作成した場合、リクエストの作成および送

信時に各リクエストを1つのサービスに関連付けることができます。

リクエストのサービスを指定するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerの [新規リクエストの作成 ] ページで、[リクエストタイプ ] リ
ストから、今作成した [新規リクエストタイプ] を選択して、たとえば、[電
子メールアカウント ] を作成するとします。

2. [作成 ] をクリックします。

[新規 <リクエストタイプ> の作成 ] ページが開きます。[サービス ] フィー

ルドが使用可能になっていることに注意してください。
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3. [サービス ] セクションで、[サービス ] フィールドのセレクタアイコンをク

リックします。

ポップアップウィンドウに、利用可能なすべてのサービスがリスト表示さ

れます。

4. リストから新規リクエストに関連付けるサービスを選択します。

5. 必要に応じてページのほかのフィールドに入力します。

HP Demand Managementからのリクエストの作成の詳細については、『HP
Demand Management設定ガイド』を参照してください。

6. [送信 ] をクリックします。
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第 3 章 リクエストの表示
HP Demand Managementリクエストの概要

HP Demand Managementリクエスト解決システムは、リクエストを作成から解

決までトラッキングするために使用されます。HP Demand Managementリクエ

ストは、高度な設定をすることができます。このため、実際のセクションと

フィールドは、リクエストタイプによって異なる可能性があります。通常、リ

クエストタイプはそれぞれ、固有のワークフローに関連付けられています。

リクエストの情報を更新するには、リクエストの詳細ページを使用します。リ

クエストの詳細ページには、リクエストに関するすべての情報が含まれてい

ます。リクエストの詳細ページは、リクエストに関する意思決定とアクショ

ンが実行される場所でもあります。

PPM Center管理者は、HP Demand Managementを使用して、さまざまなリクエ

ストタイプの詳細ページに表示される任意のフィールドのリクエストヘルプ

コンテンツを作成できます。管理者があるフィールドのリクエストヘルプを

追加した場合、そのフィールドの右側に [ヘルプ ] アイコン  (図 3-1) を表示

できます。そのフィールドの詳細情報を表示するには、このアイコンをクリッ

クします。

図 3-1. リクエストヘルプアイコン
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図 3-2は、一部のセクションが 小化された既存のDEM - アプリケーション機

能拡張タイプのリクエストの詳細ページです。リクエストの詳細ページの主

なセクションは次のとおりです。

 リクエストの詳細ページの上部には、リクエストタイプ、リクエスト番

号、および現在のワークフローステップでリクエストに対して実行できる

アクションが表示されます。詳細ページのこの上部領域に表示される情報

は、リクエストを作成して送信した後で利用可能になります。

 [ヘッダ ] セクション : 次の2つのサブセクションがあります。

o [サマリ ]: このサブセクションには、リクエストの作成者、作成日付、

リクエストタイプなどの情報が表示されます。

o [作業項目フィールド ]: 

リクエストを作成する場合、通常、ヘッダセクションのいくつかのフィー

ルドに入力する必要があります。アクティブな任意のフィールドの情報

は、リクエストを送信すると更新できるようになります。ヘッダセクショ

ンは、リクエストの作成後に使用可能になります。

 [詳細] セクション : 次のサブセクションがあります。

o [機能拡張の詳細 ]

o [分析 ]

o [Demand Management SLAフィールド ]

o [Demand Managementスケジューリングフィールド ]

詳細セクションには、問題の説明、影響を受けるビジネス領域、リクエス

トの解決に必要なものなど、リクエストに固有の情報が表示されます。リ

クエストを作成する場合、通常、詳細セクションのいくつかのフィールド

に入力する必要があります。アクティブな任意のフィールドの情報は、リ

クエストを送信すると更新できるようになります。詳細セクションは、リ

クエストの作成後すぐに使用可能になります。

 [メモ ] セクション : メモを追加したり、リクエストですでに送信済みの既存

のメモを表示したりします。メモの追加は、リクエストを作成してから

は、リクエスト送信後に可能です。[メモ ] セクションは、リクエストの作

成後すぐに使用できます。
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 [ステータス ] セクション : リクエストステータスが表示されます。このセク

ションは、リクエストの作成および送信後に使用可能になります。

 [参照] セクション: リクエストに関するその他の情報を表示または追加でき

ます。たとえば、リクエストに対する参照としてドキュメントまたはURL
を追加できます。[参照 ] セクションは、リクエストの作成後すぐに使用可

能です。
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図 3-2. リクエストの詳細ページ
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リクエストを開く

PPM Centerでリクエストを開くにはいくつかの方法があります。次は、標準

インタフェースで [リクエストの検索 ] ページからリクエストを開くための手

順です。

リクエストを開くには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. [検索 ] メニューで、[リクエスト ] をクリックします。

[リクエストの検索] ページが開きます。

3. 利用可能なフィールドに検索基準を入力して、[検索 ] をクリックします。

[リクエスト検索結果 ] に、検索基準に一致するリクエストがリスト表示さ

れます。

4. リストされているリクエストをリクエスト番号でソートするには、[リクエ

スト番号 ] 列見出しをクリックします。

5. [リクエスト番号 ] 列で、開くリクエストの番号をクリックします。

6. 検索結果の次のページを表示するには、ページの右上隅にある右向き矢印

( ) をクリックします。

7. 検索結果の前のページを表示するには、ページの右上隅にある左向き矢印

( ) をクリックします。
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リクエストの詳細ページ、上部セクション 

リクエストの詳細ページの上部には、リクエスト番号、リクエストタイプ、お

よび利用できるアクションが表示されます。上部セクションは、リクエスト

を作成して送信後に表示されます。リクエストの詳細ページのタイトルは<リ
クエストタイプ> <リクエスト番号> - <リクエストの説明> (「DEM - アプリ

ケーションバグ30182 - 新しい操作モジュールの使用後に保存した時にアプリ

ケーションにエラーが発生」など) になります。

詳細ページの上部セクションからは、次のことを実行できます。

 利用できるアクションの実行

 リクエスト詳細の印刷

 リクエストの保存

 リクエストのコピーの作成

 リクエストの削除

 ページ内のすべてのセクションの展開と折りたたみ

 [ステータス ] セクションへのジャンプ

現在のワークフローステップで、リクエストに対してアクションを実行する

のに必要なアクセス許可がある場合、ツールバーに実行可能なアクションが

リスト表示されています。[受け入れ ] や [却下 ] など、一部のアクションを実

行すると、リクエストはワークフローの次のステップに進みます。[リソース

のアサイン ] や [意思決定の委任 ] などのアクションを選択すると、[ワークフ

ローアクション ] ページが開き、その他の選択肢が表示されます。あるアク

ションでは、オプションだったフィールドが必須になります。

ツールバーに表示されるワークフローステップの数は、画面の解像度によって異なります。さ

らに多くのワークフローステップを表示するには、次を行います。

 コントロールパネルで、より高い画面解像度を選択する

 ブラウザを最大化する

 [Ctrl] キーと [-] キーを押してブラウザを縮小表示する
58 第3 章



リクエストに対して実行しているアクションでさらに情報の入力が必要な場

合、リクエストの [Lookahead] ページが開きます。アクションを完了するため

に、赤色のアスタリスクが付いている必須フィールドに情報を入力します (す
ぐにすべての情報を入力できない場合、[Lookahead] ページの [保存 ] をクリッ

クして、入力した情報を保存してください )。

参照リレーションシップを設定すると、参照したリクエストが完了するまで、

リクエストが保留されます。参照リレーションシップでは、利用できるアク

ションに [オーバーライド ] ボタンがあります。リクエストをワークフローの先

に進めるには、[オーバーライド ] をクリックします。リレーションシップを

オーバーライドすると、変更が [参照 ] セクションに反映されます。
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リクエストの詳細ページ、[ヘッダ ] セクション

リクエストの詳細ページのヘッダセクションには、リクエストの作成者、リ

クエストの作成日時、リクエストタイプなどの一般的な情報が含まれていま

す。ヘッダセクションは、リクエストの作成プロセスに含まれており、リク

エストの解決までリクエストに付帯します。図 3-3は、一般的なヘッダセク

ションです。

リクエストを作成するには、通常、ヘッダセクションのいくつかのフィール

ドに入力する必要があります。リクエストは高度な設定をすることも可能で

す。ヘッダセクション内のフィールドは、リクエストタイプによって異なり

ます。

図 3-3. リクエストの詳細ページ、ヘッダセクション
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リクエストの詳細ページ、[詳細 ] セクション

リクエストの詳細ページの詳細セクション (図 3-4を参照 ) には、問題の説明、

影響を受けるビジネス領域、リクエストの解決を含む、リクエストに固有の

情報が含まれています。詳細セクションは、リクエストの作成プロセスに含

まれており、リクエストの解決までリクエストに付帯します。リクエストを

作成する場合、通常、詳細セクションのいくつかのフィールドに入力する必

要があります。新しいリクエストの送信後、リクエストが解決プロセスを進

むにつれ、フィールドを更新する必要があります。

詳細セクションには、[問題 / 解決 ] と [分析 ] などのサブセクションがありま

す。ただし、リクエストは高度な設定ができるため、表示されるセクション

とコントロールは、リクエストタイプによって異なります。

図 3-4. リクエストの詳細ページ、詳細セクション

[リクエストの詳細 ] ページ、新しいテーブルコンポーネント

PPM Centerバージョン9.12から、新しいテーブルコンポーネントが導入され

ました。

新しいテーブルコンポーネントは、次のページでサポートされています。

 [新規リクエストの作成 ] ページ

 [リクエストの詳細] ページ

 先取りページ
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サポートしている検証

テーブルコンポーネントフィールドは、次のコンポーネントタイプの検証を

サポートしています。

 テキストフィールド

 ドロップダウンリスト

 ラジオボタン (選択 /非選択 )

 オートコンプリートリスト

 テキスト領域

 日付フィールド (短期、中期、長期)

 Webアドレス (URL)

 パスワードフィールド

 リンク

検証の詳細については、『コマンド、トークン、妥当性検証のガイドとリファ

レンス』を参照してください。

新しいテーブルコンポーネントレイアウト

新しいテーブルコンポーネントは、新規リクエスト作成後の、次の画面と同

様になります。

[編集] をクリックして、リクエストページで直接編集モードに切り替え、行の

追加、データ入力、その他の操作の実行などの編集を進めることができます。
62 第3 章



図 3-5. 編集モードの新しいテーブルコンポーネント

図 3-6. 表示モードの新しいテーブルコンポーネント

新しいレイアウトはデフォルトで適用されています。旧レイアウトに戻すに

は、サーバ設定パラメータのTABLE_COMP_USE_LEGACYをtrueに設定し

ます。詳細については、『コマンド、トークン、妥当性検証のガイドとリファ

レンス』を参照してください。

テーブルコンポーネントのリクエストページでの直接編集

テーブルコンポーネントは、次のページで直接編集できます。

 [新規リクエストの作成 ] ページ

 [リクエストの詳細] ページ

 リクエストの先取りページ
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編集モードへの切り替え方法は、テーブルコンポーネントの [編集 ] をクリッ

クするだけです。

[編集 ] ボタンは、リクエストまたはテーブルコンポーネントに編集アクセス

許可があるユーザのみが使用できます。

アクセス許可の詳細については、『セキュリティモデルのガイドとリファレン

ス』を参照してください。

テーブルの列のサイズ変更

表示モードでも編集モードでも、テーブルの列の境界をドラッグするとテー

ブルの列の幅を変更できます。

テーブルの列の幅を変更すると、テーブルの幅も自動的にサイズ変更されます。

インライン行の追加

[行の追加 ] をクリックして、テーブルコンポーネントに直接新しい行を追加ま

たは挿入できます。

[行の追加 ] をクリックすると、現在選択している行の直下に新しい行が追加ま

たは挿入され、フォーカスが新しく追加した行に移動し、新しい行が自動的

に選択された状態になります。

インライン行の削除

テーブルコンポーネントから直接行を削除できます。削除するには

1. 削除する行を選択するか、[Shift] キーまたは [Ctrl] キーを押しながら行

をさらにクリックして複数の行を連続して、またはとびとびに選択します。

2. [行の削除 ] をクリックします。

確認を求める警告メッセージが表示されます。

3. 選択した行を削除する場合、[OK] をクリックします。

4. ページで [ドラフトの保存 ] または [保存 ] をクリックします。これで、選択

した行のデータが削除されます。

[ドラフトの保存 ] ボタンは、サーバ設定パラメータALLOW_SAVE_REQUEST_DRAFT

をtrueに設定している場合に使用できます。
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行のコピーと貼り付け

選択した行をコピーまたは貼り付けできます。

テーブルコンポーネントの [編集 ] ボタンをクリックして編集モードを切り替

えると、[コピー ] と [貼り付け ] ボタンが表示されます。

テーブルコンポーネントの行を選択すると、[コピー ] ボタンが有効になり、[コ
ピー ] ボタンをクリックすると [貼り付け ] ボタンが有効になります。

コピーと貼り付けは、次のように動作します。

 [コピー ] ボタンをクリックすると、現在選択している行が、セルのデータ

やセルスタイル (編集可能、必須、表示と非表示、CSSスタイル、UIルー

ルで定義されたデフォルト値など ) が記憶されます。[貼り付け ] をクリッ

クすると、別の行または別の複数行をコピーするまでは何度でも、テーブ

ルコンポーネントの好きな場所に、選択した行をデータやセルスタイルも

含めて貼り付けできます。

 行を1つ選択した場合は、[コピー ] および [貼り付け ] を直接クリックする

と、行が現在選択している行の直下に挿入されます。[コピー ] を選択して

から2番目の行を選択して [貼り付け ] をクリックすると、その行は選択し

た2番目の行の直下に挿入されます。つまり、1行選択して、その行をテー

ブルの任意の行に挿入できます。

 複数行を選択している場合 (複数の行は、[Shift] キーまたは [Ctrl] キー

を押しながら行を選択します )、[コピー ] および [貼り付け ] をクリックす

ると、選択した行は常にテーブルコンポーネントの 後の行の下に連続し

て貼り付けられます。[コピー ] をクリックして、テーブルコンポーネント

の別の行を選択して [貼り付け ] をクリックすると、前に選択した複数行

が、現在選択している行の直下に連続して貼り付けられます。

行の上下の移動

単一行または複数の連続した行を選択して、テーブルコンポーネント内を上

下に移動できます。

[上に移動 ] ボタンと [下に移動 ] ボタンは、[編集 ] をクリックして編集モードに

切り替えるとテーブルコンポーネントに表示されます。
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単一行を上または下に移動するには、目的の行を選択して [上に移動 ] または

[下に移動 ] をクリックします。

複数の連続した行を上または下に移動するには、[Shift] キーを押しながらさ

らに行を選択し、[上に移動 ] または [下に移動 ] をクリックします。

行の上下への移動が終わったら、[ドラフトの保存 ] または [保存 ] をクリックし

て変更を保存します。

インライン行の編集

テーブルコンポーネントでサポートしている検証は、PPM Workbenchで編集

可能に設定できます。サポートされている検証のリストについては、「サポー

トしている検証」 (62ページ ) を参照してください。

PPM Workbenchで編集可能に設定されている検証の場合、テーブルコンポー

ネントの対応するテーブルのセルが編集可能になり、直接編集できます。

テーブルコンポーネントの行をクリックすると、強調表示されて編集できる

ようになります。Tabキーを押すと、編集可能な行のセルを移動することがで

きます。

テーブルコンポーネントのセルや行の編集が終わったら、ページ上の [ドラフ

トの保存 ] または [保存 ] をクリックして変更を保存します。

必須フィールド (赤い星が付いているフィールド) が空白になっている場合、[ド
ラフトの保存 ] または [保存 ] をクリックすると、必須フィールドに値を入力し

ないとテーブルコンポーネントが正常に保存されないことを知らせる警告が

表示され、フォーカス可能なフィールドで1番初めの必須フィールドがフォー

カスされます。

変更したテーブルコンポーネントを保存せずに現在のページを閉じようとし

た場合、確認を求める警告メッセージが表示されます。

テーブルコンポーネントの列の合計のリアルタイム表示

PPM Workbenchで列の [合計の表示 ] 属性を [はい ] に設定することで、数値列

の合計を表示できます。

 [合計 ] フィールドは、すべての行が表示されている場合に 後の行として

テーブルコンポーネント内に表示されます。

o [合計 ] 値はリアルタイムで再計算されて表示されます。
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o 印刷ページに [合計 ] 行が表示されます。

o エクスポートされたExcelスプレッドシートに [合計] 行が表示されます。

 [合計 ] 行は、次の場合非表示になります。

o テーブルの一部のエントリが表示されていない場合。

o テーブルにエントリがない場合。

o [合計の表示 ] 属性がある列がない場合。

 合計トークンのサポート

たとえば、次のスクリーンショットの [合計工数 ] フィールドは合計トーク

ン [REQD.T.CONTACT_INFO.TC.P.HOURS.TOTAL] を参照しています。
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その他の違い

リクエストページのあるフィールドが、テーブルコンポーネントの別の

フィールドに依存している場合、UIルールがトリガされ、フォーカス (テーブ

ルコンポーネントを囲む水色の単線の境界線で示されます ) はテーブルコン

ポーネント外をクリックすると消滅します。旧テーブルコンポーネントレイ

アウトを使用したリクエストページでは、UIルールは、[完了 ] をクリックす

るとトリガされます。

次の例では、[合計工数 ] フィールドが [合計 ] トークン [REQD.T.CONTACT_
INFO.TC.P.HOURS.TOTAL] を参照しています。

 テーブルコンポーネント内 (テーブルを囲む水色の境界線で示されます )
にいる場合、[合計工数 ] フィールド値は更新されません。

 テーブルコンポーネント外をクリックすると、[合計工数 ] フィールド値は、

トリガされたSQLルールの結果に従って更新されます。

テーブルコンポーネントでルールを使用する場合の注意点

新しいテーブルコンポーネントは、単純および高度なSQLルールと、次の2つ
のルールイベントでのUIルールの使用をサポートします。

 作成時に適用

 フィールドの変更時に適用

SQLルールおよびUIルールは、リクエストレベルでの使用と同じ方法で使用

できます。高度なSQLルールおよびUIルールの設定方法の詳細については、

『HP Demand Management設定ガイド』を参照してください。
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リクエストの詳細ページ、[メモ ] セクション

リクエストの詳細ページの [メモ ] セクションには、リクエストに関するメモ

や情報を入力および保存できるフィールドがあります。[メモ ] セクションは、

リクエストの作成プロセスに含まれており、リクエストの解決までリクエス

トに付帯します。

図 3-7に、典型的な [メモ ] セクションを示します。[メモ ] セクションには、

[メモの追加] セクションがあります。メモを1つ追加してリクエストを保存す

ると、[既存のメモ ] セクションが表示されます。

図 3-7. リクエストの詳細ページ、[メモ ] セクション
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リクエストの詳細ページ、[リソース ] セクション

PPM Center管理者がリクエストタイプのリソーストラッキングを有効にして

いる場合、リクエストの詳細ページの詳細セクションの下に [リソース ] セク

ションが表示されます。このセクションの [リソース ] 列には、これまでリク

エストにアサインされたリソースがリスト表示されます。このセクションに

は、[スケジュールされた工数 ]、[実績工数 ]、[実際の開始日 ]、[実際の終了日 ] の
列もあります (図 3-8を参照 )。

図 3-8. リクエストの詳細ページ、[リソース ] セクション

[リソース ] セクションでは、リクエストに現在アサインされているリソースと

以前にアサインされていたリソース、これらのリソースの実績工数とその作

業日時を確認できます。[アサイン先 ] フィールドが変更 (リクエストが別のリ

ソースにアサイン ) されるたびに、そのリソースが自動的に [リソース ] セク

ションに追加され、リクエストに計上されます。

[リソース ] セクションを使用して実績を更新でき、必要なアクセス許可がある

場合は、[スケジュールされた工数 (時間 )] フィールドを使用してリストされて

いるリソースのアサインを変更できます。リクエストにアサインされるリ

ソースの割り当ての作成と変更は、通常、マネージャレベルのリソースが実

行します。リクエストの作業をするほかのリソースは、通常、計画変更を行

うアクセス許可がないため、[スケジュールされた工数 (時間 )] フィールドを変

更できません。

管理者がリクエストタイプをHP Time Managementを使用するように設定した場合、リソース

は、タイムシートを送信し、このリクエストに対する作業時間を記録することになります。こ

の場合、リソースの [スケジュールされた工数 ] フィールドの値が、そのリソースのタイム

シートの [予定されている時間数 ] フィールドに表示されます。

さらに、リソースがタイムシートを送信した後は、リクエスト上で直接 [実績工数 ]、[実際の

開始日 ]、[実際の終了日 ] の各フィールドを編集できなくなります。これらの値は読み取り専

用になり、リクエストのリソースによって送信されたタイムシートからロールアップされます。
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管理者から [リソース ] セクションを管理する権限を与えられている場合、[リ
ソースの追加 ] ボタンを使用して、ユーザを選択しリストに追加できます。こ

こに表示される情報は、このセクションに対して加えられた変更、HP Time
Managementのタイムシート、あるいはリソースへの自動変更を設定するため

に管理者が設定した高度なUIルールが反映されている可能性があります。

リソースをトラッキングするように設定されているだけでなく、リクエスト

に [作業項目フィールド ] セクションも含まれている場合、これらの作業項目

フィールドの一部はリソースレベルの情報のロールアップになります。この

ため、たとえば、[作業項目フィールド ] セクションの [スケジュールされた工数 ]
列の情報は、リクエストの各リソースにスケジューリングされた工数の合計

となります。[実績工数 ]、[実際の開始日 ]、[実際の終了日 ] の各フィールドも

ロールアップになります。

リクエストの詳細ページ、[ステータス ] セクション

リクエストの詳細ページの [ステータス ] セクションには、リクエストに関連

付けられているワークフローステップが階層的順序でリスト表示されます

(図 3-9を参照)。ワークフローステップに対してアクションが実行されている

場合、ワークフローステップのステータスとステップの完了者もリスト表示

されます。アクティブなワークフローステップは強調表示されます。

図 3-9. ステータステーブルでのアクティブなワークフローステップの階層

一部のワークフローには、サブワークフローがあります。サブワークフロー

ステップは、ほかのワークフローステップとともに順に表示されます。サブ

ワークフローステップは、ワークフローレベルに対応して、追加の小数点以

下の位を持つ番号が付けられます (たとえば、3.1、3.2、3.3)。
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ワークフローステップのリストに加えて、[ステータス ] セクション (図 3-10)
には、次のリンクも含まれています。

 [グラフィックビュー] には、リクエストに関連付けられているワークフロー

が表示されます。

 [承認の詳細 ] には、承認されたワークフローステップと完了したワークフ

ローステップの詳細ビューが表示されます。

 [トランザクションの詳細 ] には、完了した各ワークフローステップの詳細情

報が表示されます。

図 3-10. リクエストの詳細ページ、[ステータス ] セクション

リクエストの詳細ページ、[グラフィックビュー ]

リクエストの詳細ページの [グラフィックビュー ] リンクをクリックすると、[グ
ラフィカルワークフロー ] ウィンドウが開きます。このウィンドウには、リク

エストに適用されるワークフローがグラフ表示されています。ワークフロー

は、どのワークフローステップを経過してきたのか、現在のワークフロース

テップがどのワークフローステップであるかを示します。

リクエストのグラフィックワークフローを表示するには、次の手順を実行し

ます。

1. 標準インタフェースからリクエストを開きます。
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2. 詳細ページの [ジャンプ先 ] ナビゲーションパネルから [ステータス ] をク

リックします。

3. [ステータス ] セクションの下部にある、[グラフィックビュー ] リンクをク

リックします。

[グラフィカルワークフロー ] ウィンドウが開きます。

[凡例 ] セクションには、ワークフローステップと遷移を図示する色と記号の

キーが用意されています。ワークフローステップの概要説明を表示するには、

カーソルをステップに移動してツールヒントテキストを表示します。

管理者は、[現在の達成率 (%)] の値を個々のワークフローステップにアサイン

できます。リクエストがワークフローに沿って進むにつれ、それぞれのステッ

プに設定されている値に従って達成率 (%) が更新されます。

リクエストを開く方法については、「リクエストを開く」 (57ページ) を参照してください。
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リクエストの詳細ページ、[承認の詳細 ]

リクエストの [承認の詳細] ウィンドウには、承認されたアクティブなワークフ

ローステップと完了したワークフローステップの詳細ビューが表示されます。

リクエストの承認の詳細を表示するには、次の手順を実行します。

1. 標準インタフェースからリクエストを開きます。

2. 詳細ページの [ジャンプ先 ] ナビゲーションパネルから [ステータス ] をク

リックします。

3. [ステータス ] セクションの下部にある、[承認の詳細 ] をクリックします。

[承認の詳細] ウィンドウが開きます。

[承認者] 列には、ユーザがワークフローステップに対してアクションを実行で

きるセキュリティグループ (ワークフローが完了している場合は、ユーザが

ワークフローステップに対してアクションを実行したセキュリティグループ)
の名前がリスト表示されます。[承認の詳細 ] ウィンドウには、ワークフロー

ステップを完了するのに必要な条件 (たとえば、「すべてのユーザが決定する

必要があります」) も表示されます。

ワークフローステップの設定に応じて、[承認者 ] 列には、セキュリティグルー

プ名、または個々のユーザ名がリストされます。リストされているセキュリ

ティグループに所属するユーザ名を表示するには、セキュリティグループ名

をクリックします。

リクエストを開く方法については、「リクエストを開く」 (57ページ) を参照してください。
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ワークフロー意思決定ステップでは、結果が異なる可能性もあります。[意思

決定結果 ] 列には、ワークフローステップの実際の結果が表示されます。[意思

決定日 ] 列には、意思決定がなされた日時 (すべての必要な承認者と意志決定

者が入力を送信した後 ) が表示されます。

リクエストの詳細ページ、[トランザクションの詳細 ]

[トランザクションの詳細 ] ウィンドウには、完了した各ワークフローステッ

プのトランザクションに関する情報がリスト表示されます。

リクエストのトランザクションの詳細を表示するには、次の手順を実行します。

1. 標準インタフェースからリクエストを開きます。

2. 詳細ページの [ジャンプ先 ] ナビゲーションパネルから [ステータス ] をク

リックします。

3. [ステータス] セクションの下部にある [トランザクションの詳細] をクリック

します。

[トランザクションの詳細] ウィンドウが開きます。

リクエストの詳細ページ、[実行ログ ]

[実行ログ ] ページを開くと、実行ワークフローステップに関連する詳細を表

示できます。

ワークフローステップのリクエストの [実行ログ] を表示するには、次の手順

を実行します。

1. 標準インタフェースから、関心のあるリクエストを開きます。

リクエストを開く方法については、「リクエストを開く」 (57ページ) を参照してください。

リクエストを開く方法については、「リクエストを開く」 (57ページ) を参照してください。
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2. 詳細ページの [ジャンプ先 ] ナビゲーションパネルから [ステータス ] をク

リックします。

3. 実行ステップの [ステップステータス ] 列で、[log] をクリックします。

4. [実行ログ ] ページが開き、リクエスト実行の詳細が表示されます。

リクエストの詳細ページ、[参照 ] セクション

リクエストの詳細ページの [参照 ] セクションには、リクエストに関連するそ

の他の情報が含まれています。たとえば、URLをリクエストに追加したり、あ

るいはリクエストから古くなったドキュメントを削除することができます。

[参照 ] セクションは、リクエストの作成プロセスに含まれており、リクエス

トの解決まで付帯します。参照をリクエストに追加、削除できます。

参照をリクエストに追加するには、[参照の追加 ] サブセクションを使用しま

す。保存される参照は、参照タイプ別に整理されます。たとえば、保存され

るすべての参照パッケージは、[パッケージ ] セクションに保存されます。

リクエストと参照エンティティの間に依存リレーションシップを作成できる

場合もあります。一例として、パッケージをリクエストの先行タスクと指定

することもできます。この場合、パッケージがクローズするまで、リクエス

トは次のワークフローステップに進めません。参照、その定義、および指定

可能な依存リレーションシップのリストについては、77ページの表 3-1を参照

してください。

図 3-11. リクエストの詳細ページの [参照 ] セクション
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表 3-1. 参照とリレーションシップ (1/3ページ )

参照 参照説明
指定可能な
リレーション
シップ

リレーションシップ
説明

添付ファイル

ファイルをローカルマシ
ンから現在のリクエスト
に添付します。添付ファ
イルはサーバにコピーさ
れます。

標準の添付ファ
イルインストラ
クション

(情報) 添付ファイルはこの
リクエストに関連付けら
れています。

パッケージ
(既存 )

既存パッケージを参照し
ます。

このリクエスト
の下位

(情報) 選択したパッケージ
はリクエストの下位です。

このリクエスト
関連

(情報) 選択したパッケージ
はリクエストに関連付け
られています。

先行タスク

(ブロックしています) 参照
されたパッケージをク
ローズするまで、リクエス
トに対するアクションは
実行できません。

後続タスク

(ブロックしています) リク
エストをクローズするま
で、参照されたパッケージ
に対するアクションは実
行できません。

パッケージ
(新規 )

リクエストから新規パッ
ケージも作成できます。

ワークフローの一部とし
て設定した場合、ワーク
フローステップからパッ
ケージを作成できます。
この場合、そのパッケー
ジに対する参照が自動的
に生成され、リクエスト
とパッケージ間に双方向
リンクが確立されます。

このリクエスト
の下位

(情報) 選択したパッケージ
はリクエストの下位です。

このリクエスト
関連

(情報) 選択したパッケージ
はリクエストに関連付け
られています。

先行タスク

(ブロックしています) 参照
されたパッケージをク
ローズするまで、リクエス
トに対するアクションは
実行できません。

後続タスク

(ブロックしています) リク
エストをクローズするま
で、参照されたパッケージ
に対するアクションは実
行できません。
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プロジェクト

HP Project Management
のプロジェクトを参照し
ます。

このリクエスト
関連

(情報) 選択したプロジェク
トはこのリクエストに関
連付けられています。

リリース

HP Deployment 
Managementのリリース
を参照します。

このパッケージ
を含みます

(情報) リクエストは選択し
たリリースに含まれてい
ます。

リクエスト

(既存 )
既存リクエストを参照し

ます。

重複リクエスト
(情報) 参照されたリクエス

トはリクエストの重複です。

重複リクエスト

のオリジナル

(情報) 参照されたリクエス

トは2つの重複リクエスト

のオリジナルです。

このリクエスト

の上位

(情報) 参照されたリクエス

トはリクエストの上位です。

このリクエスト

の下位

(情報) 参照されたリクエス

トはリクエストの下位です。

このリクエスト

関連

(情報) 参照されたリクエス

トはこのリクエストに関

連付けられています。

先行タスク

(ブロックしています) 参照

されたリクエストをク

ローズするまで、このリク

エストに対するアクショ

ンは実行できません。

後続タスク

(ブロックしています) この

リクエストをクローズす

るまで、参照されたリクエ

ストに対するアクション

は実行できません。

表 3-1. 参照とリレーションシップ (2/3ページ )

参照 参照説明
指定可能な
リレーション
シップ

リレーションシップ
説明
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リクエスト

(新規 )

既存リクエストから新規リ

クエストを作成できます。

また、ワークフローの一

部として設定した場合、

リクエストからリクエス

トを作成できます。その

リクエストに対する参照

が自動的に生成され、リ

クエスト間に双方向リン

クが確立されます。

重複リクエスト
(情報) 参照されたリクエス

トはリクエストの重複です。

重複リクエスト

のオリジナル

(情報) 参照されたリクエス

トは2つの重複リクエスト

のオリジナルです。

このリクエスト

の上位

(情報) 参照されたリクエス

トはリクエストの上位です。

このリクエスト

の下位

(情報) 参照されたリクエス

トはリクエストの下位です。

このリクエスト

関連

(情報) 参照されたリクエス

トはこのリクエストに関

連付けられています。

先行タスク

(ブロックしています) 参照

されたリクエストをク

ローズするまで、このリク

エストに対するアクショ

ンは実行できません。

後続タスク

(ブロックしています) この

リクエストをクローズす

るまで、参照されたリクエ

ストに対するアクション

は実行できません。

タスク
HP Project Management

のタスクを参照します。

このリクエスト

関連

(情報) 参照されたタスクは

このリクエストに関連付

けられています。

URL

Webアドレスを参照しま

す。このURLにあるド

キュメントはMIME形式

である必要があります。

標準のURLイン

ストラクション

(情報) URLはこのリクエス

トに関連付けられています。

表 3-1. 参照とリレーションシップ (3/3ページ )

参照 参照説明
指定可能な
リレーション
シップ

リレーションシップ
説明
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先行タスクリレーションシップ 

先行タスクリレーションシップは、参照エンティティがクローズするまで、あ

るエンティティに対してアクションを実行できないことを意味しています。

たとえば、参照パッケージをクローズするまで、リクエストに対するアクショ

ンは実行できません。パッケージをクローズすると、ユーザは再度リクエス

トに対してアクションを実行できます(ユーザがほかのリクエストフィールド

の編集を禁止されることはありません )。

後続タスクリレーションシップ 

後続タスクリレーションシップは、参照エンティティがクローズするまで、そ

のエンティティに対してアクションを実行できないことを意味しています。

たとえば、リクエストをクローズするまで、ユーザは参照パッケージに対し

てアクションを実行できません。パッケージのステータスは、[保留中のリクエ

スト ] になります。リクエストをクローズすると、ユーザは再度パッケージに

対してアクションを実行できます(ユーザがほかのタスクフィールドの変更を

禁止されることはありません )。

終了 /終了先行タスクリレーションシップ 

終了 / 終了またはFF先行タスクリレーションシップは、2つのエンティティが

同時に完了することを意味しています。たとえば、参照パッケージのステー

タスは、オリジナルのリクエストがクローズされるまで、[完了 ] になること

はありません。オリジナルのリクエストで作業しているリソースが作業を終

了し、ステータスが [完了済み ] に設定されると ([達成率 (%)] は [100%] に設定

されると )、参照パッケージのステータスは、[完了 (保留中のリクエスト)] にな

ります。リクエストがクローズされると、参照パッケージは [完了済み ] に設

定されます(ユーザがほかのリクエストフィールドの編集を禁止されることは

ありません )。
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第 4 章 リクエストの処理と管理
リクエストの処理と管理の概要 

新規リクエストは、HP Demand Managementで送信後に、処理および管理がで

きます。処理とは、リクエストを更新し、アサインされたワークフローステッ

プに従って進ませることです。管理とは、リクエストの印刷や削除などのア

クションを実行することです。

注意が必要なリクエストを見つけるには、次のいずれかを実行します。

 ポートレットを表示します。 HP Demand Managementリクエストポートレッ

トをカスタマイズして、特にユーザ自身にアサインされたリクエストのみ

を表示します。

 検索を実行します。[リクエストの検索] ページを使用します。

 通知を受信します。 Demand Managementでは、リクエストタイプまたはワー

クフローから通知させることができます。リクエストがワークフロース

テップに従って進むにつれ、電子メールを送信して保留中のアクションを

通知できます。通知には、クリックすると参照されたリクエストが開くリ

ンクを含めることもできます。

PPM Centerにログオンすると、参照されたリクエストが開きます。ログオ

ンしない場合、ログオンページが開きます。ログオンすると、参照された

リクエストが開きます。

次の場合に電子メールで通知を送信するようにリクエストタイプを設定

できます。

o リクエストが特定のワークフローステップまで移動

o 特定のフィールドの値を変更
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リクエストの検索

この項では、HP Demand Managementでのリクエストの検索方法に関する情報

ついて説明します。次の方法でリクエストを検索できます :

 基本検索を実行する

 詳細検索を実行して、リクエストタイプ固有のフィールドに基づいてリク

エストを検索する

 クエリビルダを使用する

 リクエストブラウザで検索する

基本リクエスト検索の実行

リクエスト番号に基づいて基本リクエスト検索を実行するには、次の手順を

実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. [検索 ] メニューで、[リクエスト ] をクリックします。

[リクエストの検索] ページが開きます。

3. 次のいずれかを実行します。

4. [詳細を表示するリクエスト番号 ] フィールドに、リクエストの番号を入力し

ます。

5. [実行 ] をクリックします。

リクエストを検索しすべてのリクエストをリスト表示するには、次の手順を

実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. [検索 ] メニューで、[リクエスト ] をクリックします。

[リクエストの検索] ページが開きます。

3. [検索 ] をクリックします。
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1つまたは複数のリクエストフィールドの値に基づいてリクエストを検索す

るには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. [検索 ] メニューで、[リクエスト ] をクリックします。

[リクエストの検索] ページが開きます。

3. [表示するリクエストの検索 ] セクションで、1つまたは複数の有効なフィー

ルドに値を入力します。

4. [列の選択 ] セクションで、次の手順を実行します。

a. [利用できる列] リストから、検索結果に表示する列を選択します。

b. 右向き矢印を使用して、選択した列見出しを [選択した列 ] リストに移

動します。

c. 上向き矢印と下向き矢印を使用して、検索結果の列の順序を事前に調

整します。

5. これらの検索プリファレンスを保存するには、次の手順を実行します。

a. [次の名前でこの検索を保存] フィールドに、検索の名前を入力します。

b. [保存] をクリックします。

6. [検索 ] をクリックします。

PPM Centerでページを移動すると、表示したページがトラッキングされます。メニューバー

の下部でこれらのページへのリンクを確認できます。

前のページに戻るには、対応するリンクをクリックします。
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詳細リクエスト検索の実行

詳細検索を実行して、リクエストタイプ固有のフィールドに基づいてリクエ

ストを検索できます。

詳細リクエスト検索を実行するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. [検索 ] メニューで、[リクエスト ] をクリックします。

[リクエストの検索] ページが開きます。

3. [表示するリクエストの検索 ] セクションで、[リクエストタイプ ] オートコン

プリートを使用して、検索に含める1つまたは複数のリクエストタイプを

選択します。

これで、[詳細検索 ] ボタンが有効になります。

4. [詳細検索 ] をクリックします。

[検索] ページに、選択したリクエストタイプのフィールドが表示されます。

5. 任意のリクエストタイプフィールドに入力します。

6. 検索プリファレンスを保存するには、次の手順を実行します。

a. [次の名前でこの検索を保存 ] フィールドに、詳細検索の名前を入力し

ます。

b. [保存] をクリックします。

7. [検索 ] をクリックします。

PPM Dashboard でページを移動すると、表示したページがトラッキングされます。PPM
Dashboardの上部でこれらのページへのリンクを確認できます。

[検索結果 ] ページなどの前のページに戻るには、このページの上部にある対応するリンクをク

リックします。
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クエリビルダを使用したリクエストの検索

リクエストを検索するには、一般的なリクエストフィールドに基づく単純検

索、および1つまたは複数のリクエストのリクエストフィールドに基づくより

詳細な検索を実行できます。管理者から「Demand Management: アクセスリク

エストクエリビルダ」アクセス許可をアサインされている場合、リクエスト

クエリビルダを使用して、リクエストタイプ固有のフィールドのカスタム検

索クエリを作成することもできます。クエリビルダには、H P  D e m a n d
Managementの [リクエストの検索 ] ページからアクセスします。

リクエストクエリのコンポーネント

クエリビルダを使用してリクエストクエリを構築するには、複数の検索用語

を論理演算子で結合し、比較演算子を使用して検索用語を定義できます。検

索用語のフォームは次のとおりです。

<フィールド名> <比較演算子> <値>

ここで

リクエストクエリを構築するための比較演算子

表 4-1 に、HP Demand Management でリクエストクエリを構築するためにサ

ポートされている比較演算子をリストします。[説明 ] 列の「左側の値」とは、

検索用語内の<フィールド名>で特定するリクエストフィールド (リクエスト

オブジェクト内 ) の値を指します。「右側の値」とは、検索用語 (クエリビル

ダ内 ) に指定する<値>を指します。

<フィールド名> リクエスト上のフィールドを表します。

<比較演算子> 表 4-1にリストされている演算子の1つを表します。

<値> フィールドが受け入れられる1つまたは複数の値を表

します。
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表 4-1. クエリを構築するためにサポートされている演算子 (1/2ページ)

演算子 記号 値 説明

次の値より大きい > 数字 / 日付 左側の値が右側の値より大きいです。

次の値より小さい < 数字 / 日付 左側の値が右側の値より小さいです。

次の値以上 >= 数字 / 日付 左側の値が右側の値以上です。

次の値以下 <= 数字 / 日付 左側の値が右側の値以下です。

次の値と等しい =

数字 / 日付 左側の値が右側の値と等しいです。

文字列
左側の値が右側の値と同じです (大文字

と小文字を区別しない一致 )。

次の値と

等しくない
!=

数字 / 日付 左側の値が右側の値と等しくないです。

文字列
左側の値が右側の値と同じです (大文字

と小文字を区別しない一致 )。

In IN

数字 / 日付
左側の値が右側にリストされているいず

れかの値に一致します。

文字列
左側の値が右側にリストされているいず

れかの値に一致します。

Not in NOT IN

数字 / 日付
左側の値が右側にリストされているいず

れかの値に一致しません。

文字列
左側の値が右側にリストされているいず

れかの値に一致しません。

含む 含む 文字列
右側の文字列は左側の文字列のサブ文字

列です。
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リクエストクエリを構築するための論理演算子

クエリを構築するための論理演算子は、AND、OR、およびNOTです。

これらの演算子は次のように使用できます。

 AND/ORを使用して、複合クエリ内の複数の検索用語をリンクします。

 任意の検索用語の前にNOT演算子を付けます。例 :

Priority='High' AND Status='InProgress' AND NOT AssignedTo 
IN {'johndoe','janedoe'}

 論理演算子が、既存のエントリの上下どちらに追加されるかによって新し

いエントリの先頭または末尾に付加されます。

クエリ内の検索用語のグループ化

1つまたは複数の検索用語を括弧でグループ化し、複雑なクエリを作成できま

す。例 :

(StartedOn > 6/6/09 AND StartedOn < 6/13/09) OR (StartedOn >
6/13/09 AND StartedOn < 6/20/09)

含まない 含まない 文字列
右側の文字列は左側の文字列のサブ文字

列ではありません。

前方一致 startswith 文字列
右側の文字列は左側の文字列の先頭です

(大文字と小文字を区別しない )。

後方一致 endswith 文字列
右側の文字列は左側の文字列の末尾です

(大文字と小文字を区別しない )。

表 4-1. クエリを構築するためにサポートされている演算子 (2/2ページ)

演算子 記号 値 説明
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リクエストブラウザを使用したリクエストの検索

リクエストを参照するには、次の手順を実行します。

1. [開く ] メニューで、[Demand Management] > [リクエストブラウザ ] > [リク

エストの参照 ] をクリックします。

[リクエストの参照] ページが開きます。

2. [リクエストタイプ ] フィールドに、検索しているリクエストのリクエスト

タイプを入力します。

3. 検索の基となるすべてのフィールドの情報を入力します。

4. [リクエストリストの列の選択 ] セクションで、参照するリクエストページに

含める利用できる列を選択します。

5. [選択した列 ] フィールドの右側にある上矢印と下矢印を使用して、列の表

示順序を変更します。

6. [リクエストブラウザツリーでグループ化するフィールドを選択] セクションで、

リクエストブラウザツリーでグループ化する 大5つのフィールドを選択

します。

7. [選択したフィールド] フィールドの右側にある上矢印と下矢印を使用して、

フィールドの表示順序を変更します。

8. この検索を保存するには、[次の名前でこのプリファレンスセットを保存] フィー

ルドにその名前を入力します。

9. [参照 ] をクリックします。

複数のリクエストタイプを選択した場合、[リクエストの参照 ] ページでは、選択したすべ

てのリクエストタイプに共通のフィールドのみ有効になります。

クエリビルダを使用して、参照するリクエストを検索することもできます。この方法につ

いては、「クエリビルダを使用したリクエストの検索」 (85ページ ) を参照してください。

少なくとも1つのフィールドを選択する必要があります。
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リクエスト検索結果テーブルでのアクティブなワークフローステップの表示

[リクエスト検索結果 ] テーブルに、リクエストのアクティブなワークフロー

ステップが階層順で表示されます。この情報は、[アクティブなワークフロース

テップ ] 列に表示されます (図 4-1を参照)。

図 4-1. [リクエスト検索結果 ] テーブルのアクティブなワークフローステップの

階層順表示

[アクティブなワークフローステップ] 列には、 上層のワークフローステップが

初に表示され、次に下位レベルのワークフローステップが表示されます。

たとえば、リクエスト30190の場合、[アクティブなワークフローステップ ] 列の

値は次のようになります。

Serial_Sub_Sub_WF; PPM - 計画; 詳細なプロジェクト定義の作成

これら3つのワークフローステップの順番は、PPM - 計画が第2レベルのワーク

フローステップになり、第1のワークフローステップSerial_Sub_Sub_WF
の下位になります。同様に、詳細なプロジェクト定義は第 3レベルのワークフ

ローステップになり、第2レベルのワークフローステップPPM - 計画の下位

になります。ワークフローステップの階層も、リクエストの詳細ページの [ス
テータス ] セクション (「リクエストの詳細ページ、[ステータス ] セクション」

(71ページ ) を参照 ) に表示されます。
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リクエストを開いて更新

必要なセキュリティアクセス許可がある場合、HP Demand Managementリクエ

ストを開いて更新できます。この中には、次の操作が含まれます。

 リクエストの検索

 リクエストを開く

 リクエストフィールドの情報の変更

 リクエストに対するメモまたは参照の追加

 利用できるアクションの実行

次の項では、これらのタスクについて説明します。

PPM Centerインスタンスが複数の言語をサポートしている場合、リクエストタイプを定義し

た言語でのみ変更できます。現在のセッション言語と別の言語で定義されていたため、リクエ

ストタイプを編集できない場合は、PPM Centerをログアウトしてから、再度ログオンし、今

回はセッション言語としてリクエストタイプの定義言語を選択します。詳細については、

『Multilingual User Interface Guide』を参照してください。
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ポートレットからリクエストを開く

HP Demand Managementリクエストポートレットには、リクエストの詳細ペー

ジへのリンクが含まれています。リクエストに関連付けられている詳細ペー

ジを開くには、HP Demand Managementポートレットで、[リクエスト番号 ] リ
ンクをクリックします。

HP Demand Managementポートレットについては、「ポートレットを使用した

リクエストの管理」 (114ページ ) および「[デマンドマネージャ ] ページ上の

ポートレット」 (125ページ ) を参照してください。

電子メール通知からリクエストを開く

一部のワークフローステップは、アクティブ化時に電子メールで通知を送信

するように設定されています。ほとんどの電子メールでの通知には、リクエ

ストへのリンクが含まれています。

関連付けられているリクエストを開くには、そのリンクをクリックします。

PPM Centerにログオンすると、参照されたリクエストが開きます。PPM Center
にログオンしていない場合、[PPM Centerログオン ] ページが開きます。ログ

オンすると、参照されたリクエストが開きます。

メニューバーからリクエストを開く

メニューバーからリクエストを開くには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. [検索 ] メニューで、[リクエスト ] を選択します。

3. [リクエストの検索 ] ページで検索基準を入力して、[検索 ] をクリックし

ます。

4. [リクエスト検索結果 ] ページの [リクエスト番号 ] 列で、開くリクエストに

対応した番号をクリックします。

リクエストの詳細ページが開きます。

[リクエストリスト ] ポートレットは、PFM - 資産、PFM - 提案、PFM - プロジェクト、プロ

ジェクト詳細などのリクエストタイプのスタッフィングプロファイル、財務ベネフィット、参

照ドキュメントの詳細ビューへのリンクも表示できます。このドリルダウン機能は、セキュリ

ティベースです。エンティティに対する「表示」、「編集」、「すべて表示」、「すべて編集」のア

クセス権限がない場合、関連付けられている値はリンクとして表示されません。
リクエストの処理と管理 91



基本的なリクエスト編集の実行

基本的なリクエスト編集を実行するには、次の手順を実行します。

1. 編集するリクエストを開きます。

ツールバーには、実行する権限があるアクションのボタンが表示されます。

2. このリクエストを操作するには、ツールバーからボタンをクリックします。

[受け入れ] や [却下] など、一部のアクションはリクエストをワークフローの

次のステップに移動し、追加入力は不要です。[リソースのアサイン ] や [意
思決定の委任 ] などのほかのアクションでは、追加情報を入力する必要があ

ります。

リクエストに対して実行しているアクションでさらに情報の入力が必要

な場合、リクエストの [Lookahead] ページが開きます。アクションを完了

するために、赤色のアスタリスクが付いている必須フィールドに情報を入

力します。

PPM Centerインスタンスが複数の言語をサポートしている場合、リクエストタイプを最初に

定義した言語でのみ変更できます。現在のセッション言語と別の言語で定義されていたため、

リクエストタイプを編集できない場合は、PPM Centerをログアウトしてから、再度ログオン

し、今回はセッション言語としてリクエストタイプの定義言語を選択します。詳細については、

『Multilingual User Interface Guide』を参照してください。

ワークフローの最初のステップとして即時実行ワークフローステップが設定されている場

合、実行が進行中であること、または完了したことを示すインジケータはありません。こ

のワークフローを使用してリクエストを送信した後に、ステップがこの実行を完了するま

で待機することをお勧めします。リクエストを開いたときにそれが更新されていない場合、

ステップで実行が完了した後にリクエスト詳細ページを更新するか再度開いてください。

ツールバーに表示されるワークフローステップの数は、画面の解像度によって異なります。

さらに多くのワークフローステップを表示するには、次を行います。

 コントロールパネルで、より高い画面解像度を選択する

 ブラウザを最大化する

 [Ctrl] キーと [-] キーを押してブラウザを縮小表示する

すぐにすべての情報を入力できない場合、[Lookahead] ページの [保存 ] をクリックして、

これまで入力した情報を保存してください。
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一部のアクションは、フィールドのステータスを変更します。たとえば、

無効なフィールドを有効あるいは必須 (赤色のアスタリスク付き ) にでき

ます。新たに有効または必須になったフィールドについては、ヘッダセク

ションと詳細セクションを確認してください。

リクエストには、別のリクエスト (またはほかの参照エンティティ ) が完

了するまで保留中にする参照リレーションシップを設定できます。リクエ

ストにこのような参照リレーションシップがある場合、利用できるアク

ションに [オーバーライド ] ボタンがあります。参照リレーションシップを

オーバーライドし、リクエストがワークフローに従って続行できるように

するには、[オーバーライド ] をクリックします。

3. ヘッダセクションで、必要に応じてフィールドに入力します。

ヘッダセクションには、リクエストに関する一般的な情報が含まれていま

す。必須フィールドには、赤色のアスタリスクが付いています。ほかのす

べてのフィールドはオプションです。特定のフィールドに関する情報につ

いては、フィールドの横にある [ヘルプ ] アイコン (使用可能な場合 ) をク

リックします。

必要に応じて、リクエストタイプを変更できます。たとえば、バグリクエ

ストを機能拡張リクエストに変更できます。

リクエストタイプの変更には、リクエストに関連付けられているフィール

ドの変更も含まれます。リクエストタイプを変更する場合のデータ入力を

簡略化するために、HP Demand Managementでは、オリジナルのリクエス

トタイプのフィールドを新しいリクエストタイプのフィールドにマップ

します。新規フィールドには値は含まれていません。リクエストタイプを

変更するには、[リクエストタイプ ] フィールドの横にある [変更 ] をクリッ

クします。

4. 詳細セクションで、必要に応じてフィールドに入力します。

詳細セクションには、リクエストに関する特定の情報が含まれています。

このセクションには、サブセクションを設定できます。必須フィールドに

は、赤色のアスタリスクが付いています。特定のフィールドに関するその

他の情報を表示するには、フィールドの横にある [ヘルプ ] アイコン (使用

可能な場合 ) をクリックします。

リクエストのリクエストタイプを変更すると、リクエストプロセスが再起動されます。つ

まり、プロセスはアサインされたワークフローの最初のステップから再スタートします。

リクエストでは、任意のメモと共通するフィールドが保持されます。
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5. [メモ] セクションには、記録するリクエストに関する追加情報を入力します。

[メモ] セクションには、リクエストに関するメモを入力できるフィールド

があります。メモを追加するには、[メモの追加 ] セクションで、データを

入力します。リクエストを保存すると、メモが追加されます。

既存のメモは、[既存のメモ ] セクションで表示します。 新のメモがリス

トの一番上になり、既存のメモは時系列順にリスト表示されます。表示対

象のメモをフィルタするには、次の1つまたは複数の操作を実行します。

 ユーザが入力したメモのみ表示するには、[ユーザメモのみ表示 ] チェッ

クボックスを選択します。

 特定のユーザが追加したメモを表示するには、[メモの作者] リストから

ユーザ名を選択します。

 特定のフィールドの変更された値に関連するメモのみ表示するには、

[変更済みフィールド ] リストからフィールド名を選択します。

6. [ステータス ] セクションで、リクエストステータスをレビューします。

[ステータス ] セクションには、すべてのワークフローステップと各ステッ

プのステータスがリストされます。現在のワークフローステップが強調表

示されています。

ワークフローステップのリストに加えて、[ステータス ] セクションには、

次のリンクも含まれています。

 [グラフィックビュー]: リクエストに関連付けられているワークフローが

表示されます。

 [承認の詳細]: 承認されたワークフローステップと完了したワークフロー

ステップの詳細ビューが表示されます。

 [トランザクションの詳細 ]: 完了した各ワークフローステップの詳細情報

が表示されます。

ワークフローステップが実行ワークフローステップの場合、リクエストの

[実行ログ ] にリンクされている可能性があります。特定のワークフロース

テップのリクエストの [実行ログ ] を表示するには、[ステップステータス ]
列で [log] をクリックします。
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7. [参照 ] セクションを使用して、参照をリクエストに追加します。

既存の参照は、[参照 ] セクションのサブセクションで閲覧できます。既存

の参照は、エンティティタイプでグループ化されています。たとえば、参

照リクエストは [リクエスト ] セクションにリスト表示されています。

既存の参照のリレーションシップを変更するには、[リレーションシップ] リ
ストから、別のリレーションシップを選択します。参照を削除するには、

参照名の左側にある [削除 ] アイコンをクリックします。

場合によっては、インターネットでアクセス可能なファイルを参照した

り、ローカルマシンのドキュメントまたはファイルを現在のリクエストに

添付したりする場合があります。パッケージ、タスク、ほかのリクエスト

などほかのエンティティをリクエストへの参照として追加することもで

きます。参照の追加方法については、「リクエストへ参照を追加」 (39ペー

ジ ) を参照してください。

8. [保存 ] をクリックします。

PPM Dashboard でページを移動すると、表示したページがトラッキングされます。PPM
Dashboardの上部でこれらのページへのリンクを確認できます。

前のページに戻るには、ページの上部にある対応するリンクをクリックします。
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リクエストの同時編集

2人のユーザが同時に同じリクエストを編集して、[保存] をクリックした場合、

HP Demand Managementでは、両方のユーザが行った変更を保存しようとしま

す。変更が保存されていない場合、HP Demand Managementは入力したユーザ

に通知し、そのユーザに再度変更を行い保存するよう促します。

例 : 2人のユーザによるフィールドの編集

2人のユーザ、OtumboとMonetteが別の場所で作業し、同じリクエストを編集

しています。

 Otumboは、[アサイン先 ] フィールドと [部署 ] フィールドに変更を加え、[メ
モ ] フィールドにテキストを追加します。

 Monetteは、[アサイン先 ] フィールドと [会社 ] フィールドに変更を加え、[メ
モ ] フィールドにテキストを追加します。

1. Otumboが 初に [保存 ] をクリックします。

彼のすべての変更が保存されます。

2. Monetteが次に [保存 ] をクリックします。

Monetteの [メモ ] は保存されますが、リクエストの上部のメッセージによ

ると、別のユーザがリクエストに対して変更を行ったことが通知され、そ

れらの変更が表示されます。Monetteは、[アサイン先 ] フィールドと [会社 ]
フィールドに対する変更を再入力する必要があります。

3. Monetteは、再度 [アサイン先 ] フィールドと [会社 ] フィールドの値を変更

し、[保存 ] をクリックします。

変更内容が保存されます。

PPM Centerインスタンスが複数の言語をサポートしている場合、リクエストタイプを定義し

た言語でのみ変更できます。現在のセッション言語と別の言語で定義されていたため、リクエ

ストタイプを編集できない場合は、PPM Centerをログアウトしてから、再度ログオンし、今

回はセッション言語としてリクエストタイプの定義言語を選択します。詳細については、

『Multilingual User Interface Guide』を参照してください。
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例 : 2人のユーザによるフィールドとワークフローアクションの編集

2人のユーザ、OtumboとMonetteが別の場所で作業し、同じリクエストを編集

しています。どちらのユーザにも、リクエストを次のワークフローステップ

に進めるアクセス許可があります。

1. Otumboは、リクエストの [メモ ] セクションに変更を加え、ワークフロー

アクションボタンをクリックします。

Otumboの変更が保存され、リクエストがそのワークフローに従って先に

進みます。

2. Monetteは、添付ファイルをリクエストに追加し、ワークフローアクション

ボタンをクリックします。

リクエストへの添付ファイルは保存されますが、リクエストの上部にある

メッセージによって、Monetteに彼女が試行したワークフローアクション

がすでに実行されていることが通知されます。それ以上のアクションは不

要です。

例 : 並列ワークフローステップ

OtumboとMonetteは、ワークフローの並列ブランチに従って処理されている

同じリクエストを編集しています。どちらのユーザも、問題なく別個に並列

ブランチに従ってリクエストを処理できます。
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クイック編集 : 複数のリクエストの同時編集

HP Demand Managementのクイック編集機能を使用すると、1つのページから

多数のリクエストを同時に変更できます。編集するリクエストを検索するだ

けです。結果のリストから編集するリクエストを選択して、[クイック編集 ] を
クリックします。選択したリクエストが、[リクエストの変更 ] ページのスプ

レッドシート形式のインタフェースに1行ずつ表示されます。リストされてい

る各リクエストの有効なフィールドを個別に編集してから、それらすべての

フィールドを同時に保存できます。

クイック編集の実行は、たとえば、次のような場合に便利です。

 アサインされていないリクエストを検索して、処理する必要がある20個の

新規リクエストが検索されたとします。これらのリクエストのうち15個を

特定のリソースにすぐにアサインし、それぞれに優先度を指定します。

 DEM - アプリケーションバグタイプの新しいリクエストをすべて検索し

た後、優先度を指定し、それぞれに正しいアプリケーションが指定されて

いることを確認します。

クイック編集機能は、デフォルトで有効になっています。無効にするには、

サーバ設定パラメータのDISABLE_QUICK_EDIT_MASS_UPDATEをtrueに
設定します。詳細については、『HP Demand Management設定ガイド』を参照

してください。

クイック編集を実行する際の注意

HP Demand Managementで実行するクイック編集には、次の制限があります。

 クイック編集は、すべて同じタイプのリクエストでのみ実行できます。こ

のため、リクエストを検索してクイック編集を実行する場合、1種類のリ

クエストタイプのみ選択してください。

「PFM - 月別終了期間」検証を、「非PFM - 提案」リクエストタイプに使用しないでください。[ク

イック編集 ] または [一括更新 ] を、「PFM - 月別終了期間」検証を使用して「非PFM - 提案」リ

クエストタイプで実行するとエラーが発生します。これは、「PFM - 月別終了期間」検証では、

SQLを実行するのにトークンKNTA_PLAN_START_DATEを使用したフィールドが必須です

が、「非PFM - 提案」リクエストタイプのほとんどでこのようなフィールドがないためです。
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 クイック編集中は、複数のリクエストに対して設定される高度なUIルール

は機能しません。たとえば、フィールドを動的に表示 / 非表示にする、

フィールドスタイリングを変更する、またはフィールドを必須にするため

に定義されるUIルールは、ユーザがクイック編集の実行中は適用されま

せん。ただし、リクエストの保存時に、ユーザが行ったほかの編集に基づ

いて動的に、必須となるフィールドが強制されます。

 クイック編集中は、標準のリクエストフィールド (テキストフィールド、

日付フィールド、リストなど ) は更新できますが、添付ファイル、テーブ

ルコンポーネント、エンティティセレクタコンポーネント (スタッフィン

グプロファイルなど) などの複雑なコンポーネントは編集できません。

 クイック編集では、ワークフローアクションを実行したり、基本的な

フィールド値以外のリクエストの要素を更新したりできません。たとえ

ば、クイック編集中は、メモの追加、参照の更新、リソースの管理を行う

ことはできません。

 PPM Centerインスタンスが複数の言語をサポートしている場合、リクエス

トタイプを定義した言語でのみ編集できます。現在のセッション言語と別

の言語で定義されていたため、リクエストタイプを編集できない場合は、

PPM Centerをログアウトしてから、再度ログオンし、今回はセッション言

語としてリクエストタイプの定義言語を選択します。詳細については、

『Multilingual User Interface Guide』を参照してください。

クイック編集 : エラー処理

[保存 ] または [完了 ] をクリックすると、システムでは、更新されたすべての

リクエストを保存しようとします。問題が発生すると、保存できなかったリ

クエストのリスト、および保存が失敗した理由を表示します。

エラーは次の場合に発生する可能性があります :

 変更を保存する前に、リクエストが別のセッションの別のユーザによって

更新された場合。

 保存時に空のフィールドを必須にするUIルールがトリガされた場合 (「ク

イック編集を実行する際の注意」 (98ページ) を参照 )。
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クイック編集の実行

リクエストのセットでクイック編集を実行するには、次の手順を実行します。

1. 更新する同じタイプのリクエストのセットを検索します。

[リクエスト検索結果 ] ページが開き、検索結果がリスト表示されます。

2. クイック更新を実行するリクエストのチェックボックスを選択します。

3. リクエストのリストの下にある [編集 ] をクリックして、[クイック編集 ] を
選択します。

[リクエストの変更] ページが開き、選択したリクエストがリストされます。
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4. 編集するリクエストが表示されている行をクリックします。

編集する権限を与えられているフィールドが有効になります。

5. 編集する有効なフィールドに対して変更を行います。

6. 残りの各リクエストについて、手順 4と手順 5を繰り返します。

7. 更新内容を保存し、[リクエストの変更 ] ページを表示したままにするに

は、[保存] をクリックします。更新内容を保存し、[リクエストの変更] ペー

ジを閉じるには、[完了 ] をクリックします。

リクエストブラウザからクイック編集機能を使用することもできます。リクエストブラウザを

使用してリクエストを検索する方法については、「リクエストブラウザを使用したリクエストの

検索」 (88ページ ) を参照してください。

PPM Dashboard でページを移動すると、表示したページがトラッキングされます。PPM
Dashboardの上部でこれらのページへのリンクを確認できます。

[検索結果 ] ページなどの前のページに戻るには、このページの上部にある対応するリンクをク

リックします。
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一括更新 : 複数のリクエストに対するアクションの同時実行

同じタイプの複数のリクエストに対して同じアクションを実行する場合、リ

クエスト一括更新機能を使用できます。所定のタイプのリクエストだけを検

索し、個々のリクエストを更新するのではなく、リクエストのセット全体を

更新します。

次のような場合に、一括更新が役立ちます。

 開発マネージャが新規の不具合リクエストすべてを検索します。そのうち

の 20個を同じ開発者にアサインします。この中には、20個すべてのリク

エストの [アサイン先 ] フィールドの更新、およびそのステータスの新規か

らアサイン済みへの変更が含まれています。

 現在、15個のリクエストがあなたにアサインされています。あなたは長期

休暇を取得するため、これらすべてのリクエストを別のエンジニアに再ア

サインする必要があります。

 同じ特定の利害関係者を特定の顧客アカウントからのエスカレーション

に追加して、アクティビティによって生成された電子メールの管理をこれ

らのエスカレーションにコピーできるようにする必要があります。

このような場合は、リクエスト一括更新によって素早く簡単に処理できます。

一括更新機能は、デフォルトで有効になっています。無効にするには、サーバ

設定パラメータのDISABLE_QUICK_EDIT_MASS_UPDATEをtrueに設定し

ます。詳細については、『HP Demand Management設定ガイド』を参照してく

ださい。

一括更新を実行する際の注意

リクエスト一括更新機能を使用する場合、次の制限事項に注意してください。

 バッチ更新では、1種類のリクエストタイプのみサポートされています。

「PFM - 月別終了期間」検証を、「非PFM - 提案」リクエストタイプに使用しないでください。[ク

イック編集 ] または [一括更新 ] を、「PFM - 月別終了期間」検証を使用して「非PFM - 提案」リ

クエストタイプで実行するとエラーが発生します。これは、「PFM - 月別終了期間」検証では、

SQLを実行するのにトークンKNTA_PLAN_START_DATEを使用したフィールドが必須です

が、「非PFM - 提案」リクエストタイプのほとんどでこのようなフィールドがないためです。
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 標準のリクエストフィールド (テキストフィールド、日付フィールド、リ

ストなど )、ワークフローアクションを更新でき、メモをリクエストに追

加できます。添付ファイル、テーブルコンポーネント、エンティティセレ

クタコンポーネント (スタッフィングプロファイルなど ) などの複雑なコ

ンポーネントに対して、一括更新は実行できません。

 一括更新中は、複数のリクエストに対して設定される高度なUIルールは機

能しません。たとえば、フィールドを動的に表示 /非表示にする、フィー

ルドスタイリングを変更する、フィールドを必須にするために定義される

UIルールは、ユーザが一括更新の実行中は適用されません。ただし、リク

エストの保存時に、ユーザが行ったほかの編集に基づいて動的に、必須と

なるフィールドが強制されます。

 更新するために選択したすべてのリクエストが同じワークフローステッ

プでアクティブな場合、すべてのリクエストのそのステップに対してアク

ションを実行できます。ただし、一度に1つのアクティブなワークフロー

ステップのみ更新できます。

さらに、更新がどのように自動化プロセスに影響を与えるかを考慮してくだ

さい。何らかの更新を実行すると、続けてほかの依存フィールドの更新がト

リガされる可能性があります。

一括更新 : エラー処理

[保存 ] または [完了 ] をクリックすると、システムでは、更新されたすべての

リクエストを保存しようとします。問題が発生すると、保存できなかったリ

クエストのリスト、および保存が失敗した理由を表示します。

エラーは次の場合に発生する可能性があります :

 変更を保存する前に、リクエストが別のセッションの別のユーザによって

更新された場合。

 保存時に空のフィールドを必須にするUIルールがトリガされた場合 (「一

括更新を実行する際の注意」 (102ページ ) を参照)。

PPM Centerインスタンスが複数の言語をサポートしている場合、リクエストタイプを最初に

定義した言語でのみ変更できます。現在のセッション言語と別の言語で定義されていたため、

リクエストタイプを編集できない場合は、PPM Centerをログアウトしてから、再度ログオン

し、今回はセッション言語としてリクエストタイプの定義言語を選択します。詳細については、

『Multilingual User Interface Guide』を参照してください。
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一括更新の実行

リクエスト一括更新機能を使用するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. [検索 ] メニューで、[リクエスト ] をクリックします。

3. 更新するリクエストタイプのリクエストを検索します。

4. [リクエスト検索結果 ] ページで、更新するリクエストのチェックボックス

を選択します。

5. [編集 ] をクリックし、[一括更新 ] を選択します。

[リクエストの変更] ページが開き、選択したリクエストがリストされます。

6. 次のいずれかを実行します。

 [利用できるアクション ] セクションが使用可能な場合、アクションボタ

ンをクリックして、選択したすべてのリクエストの同じワークフロー

ステップに対してアクションを実行できます。

 すべてのリクエストに対して同じ説明を入力するには、[説明 ] 列の下

のフィールドに入力します。

すべてのリクエストの [説明 ] フィールドを空にするには、[説明 ] 列の

下にある [空白にする ] チェックボックスを選択します。

 同じリソースをすべてのリクエストにアサインするには、[アサイン先 ]
列の下にあるオートコンプリートを使用して、アサインするリソース

の名前を指定します。

すべてのリクエストの [アサイン先 ] フィールドを空にするには、[アサ

イン先 ] 列の下にある [空白にする ] チェックボックスを選択します。

 同じ優先度をすべてのリクエストにアサインするには、[優先度 ] 列の

下にある [優先度 ] リストから、優先度の値を選択します。

すべてのリクエストの [優先度 ] フィールドを空にするには、[優先度 ]
列の下にある [空白にする ] チェックボックスを選択します。

フィールドがある列に対してのみ一括更新を使用できます。
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7. [完了 ] をクリックします。

[リクエストバッチ更新の確認 ] ウィンドウが開き、行おうとしている変更

がリスト表示されます。

8. リストされた内容が意図するものと同じかを確認するには、[続行] をクリッ

クします。

指定された何らかの変更を実装できなかった場合、警告アイコン の横にあ

るページの左上隅に、その影響を示すメッセージが、保存できなかったすべ

てのリクエストと理由を説明する別のウィンドウへのリンクとともに表示さ

れます。

フィールドレベルのセキュリティチェック

PPM Centerでは、次のシナリオに事前チェックを追加することにより、一括

更新でセキュリティチェックを行えます。

 [一括更新 ] をクリックして、選択した複数のリクエストで一括更新を実行

すると、セキュリティチェックが実行され、選択したリクエストに一括更

新の操作エラーが発生する可能性のある潜在的な問題があるかどうかを

検証します。セキュリティチェックには、次の事前チェックがあります。

o ステータス依存関係のチェック : 編集不可フィールドのフィールドス

テータス依存関係をチェックします。

リクエストブラウザから一括更新機能を使用することもできます。リクエストブラウザを使用

してリクエストを検索する方法については、「リクエストブラウザを使用したリクエストの検

索」 (88ページ ) を参照してください。

PPM Dashboard でページを移動すると、表示したページがトラッキングされます。PPM
Dashboardの上部でこれらのページへのリンクを確認できます。

[検索結果 ] ページなどの前のページに戻るには、このページの上部にある対応するリンクをク

リックします。
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o フィールドレベルセキュリティの検証 : 選択したリクエストのフィー

ルドレベルセキュリティを検証し、ユーザに適切な権限があるか確認

します。

o 表示のみチェック : 表示のみのフィールドをチェックします。

これらの事前チェックを実施すると、[リクエストバッチ更新 ] ページに、

次のように更新するリクエストが表示されます。

o 1つの列が、選択したすべてのリクエストで編集不可の場合、この列は、

読み取り専用として表示されてグレーアウトします。

o 1つの列が、ユーザが更新するよう選択したリクエストで1つでも編集

可能になっているリクエストがある場合、この列は編集可能として表

示されます。

 [リクエストバッチ更新] ページで [保存] または [完了] をクリックすると、

一括更新が有効であるかどうかのリクエストのステータスチェックなど、

さらにいくつかの該当する事前チェックが行われます。

潜在的なエラーが存在する場合、たとえば、

o 事前チェックで、リクエストフィールドの [編集可能 ] オプションが現

在のステータスで [いいえ ] に設定されている場合など、このフィール

ドへの更新は適用されません。

o リクエストに、ユーザに編集許可のないフィールドが含まれている場

合、リクエストは更新されません。

次に、警告メッセージが [リクエストバッチ更新の確認 ] ページに表示さ

れ、更新できない可能性のあるリクエストがその理由とともにリスト表示

されます。この事前警告メッセージにより、操作を続行するかどうかを判

断できます。

 ワークフロー遷移チェック : ワークフローアクションを、[リクエストバッチ

更新 ] ページでクリックすると、セキュリティチェック、リクエストステー

タスのチェック、アクションが選択したリクエストに対し行えるかどうか

のチェックなど、いくつかの事前検証が行われます。潜在的なエラーが存

在する場合、ユーザに対する警告メッセージが [リクエストバッチ更新の

確認 ] ページに表示され、更新できない可能性のあるリクエストがその理

由とともにリスト表示されます。
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リクエストの管理 

HP Demand Managementでリクエストを送信後、必要なアクセス許可を持つ

ユーザは、ビジネス要件またはワークフローに対する変更に応じて、そのリ

クエストを表示、変更、または削除できます。

クローズしたリクエストの再オープン

ワークフローの事前設定されたステップでリクエストを再オープンすること

ができます。たとえば、不具合リクエストがクローズされていて、不具合が

再発する場合、リクエストを再オープンできます。

リクエストを再オープンするには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを検索し、オープンします。

[リクエスト詳細 ] ページが開きます。

3. [ジャンプ先 ] ナビゲーションパネルから [ステータス] をクリックします。

4. [リクエストの再オープン ] をクリックします。

リクエストが再度開きます。

リクエストをオープンする方法については、「リクエストを開いて更新」 (90ページ ) を参

照してください。
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リクエストの削除

PPM Centerからは、保存されたリクエストのみ削除できます。リクエストを

削除するには、「Demand Management: リクエストの編集」アクセス許可また

は「Demand Management: すべてのリクエストの編集」アクセス許可のいずれ

かが必要です。削除したリクエストは、開くことも、表示することもできな

くなります。

リクエストを削除するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを検索し、オープンします。

[リクエスト詳細 ] ページが開きます。

3. 右上隅の [リクエストの削除 ] をクリックします。

HP Demand Managementから、リクエストの削除の確認を求められます。

4. [OK] をクリックします。

リクエストをオープンする方法については、「リクエストを開いて更新」 (90ページ ) を参

照してください。
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リクエストのキャンセル

PPM Centerでは、保存されたリクエストのみキャンセルできます。保存され

たリクエストをキャンセルするには、「Demand Management: リクエストの編

集」アクセス許可または「Demand Management: すべてのリクエストの編集」

アクセス許可のいずれかが必要です。

既存のリクエストをキャンセルするには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを検索し、オープンします。

3. 右上隅の [詳細 ] > [リクエストのキャンセル ] をクリックします。

HP Demand Managementから、キャンセルの確認を求められます。

4. [OK] をクリックします。

これで各ワークフローステップがキャンセルされ、リクエストステータス

が [キャンセル済み ] に設定されます。
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リクエストの印刷

リクエストの詳細ページを印刷できます。

リクエストを印刷するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. リクエストを検索し、オープンします。

[リクエスト詳細 ] ページが開きます。

3. 右上隅の [印刷 ] をクリックします。

ページの印刷用バージョンが、新しいブラウザウィンドウに開きます。

4. ページの印刷用バージョンで、[印刷 ] をクリックします。

リクエストの削除 

複数のリクエストを同時に削除できます (必要なアクセス許可がある場合 )。
削除されたリクエストは、開くことも、表示することもできません。

複数のリクエストを削除するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. 削除するリクエストを検索します。

[検索結果 ] ページが開きます。

3. [リクエスト検索結果 ] セクションで、削除するリクエストのチェックボッ

クスを選択します。

4. [削除 ] をクリックします。

詳細ページの印刷用バージョンは、変更できません。

リクエストをオープンする方法については、「リクエストを開いて更新」 (90ページ ) を参

照してください。
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Demand Managementレポートを使用したリクエストの監視

HP Demand Managementには、表 4-2にリストされているレポートの事前定義

されたセットがあります。「システム : レポートの送信」アクセス許可がある

場合、いつでもこれらのレポートを生成してリクエストアクティビティを監

視できます。

表 4-2. HP Demand Management レポート (1/2ページ )

レポート名 説明

連絡先の詳細

リクエストの入力と更新が可能なHP Demand 
Managementシステムに入力済みの連絡先をクエリし

ます。

デマンド作成履歴

指定されたデマンドセットのデマンド作成履歴を表示

します。このレポートは、MicrosoftR Excelやその他の

データ分析ツールにリクエストデータをエクスポート

するのに便利です。

SLA違反履歴

指定されたデマンドセットのSLA違反履歴を表示しま

す。このレポートは、Microsoft Excelやその他のデー

タ分析ツールにリクエストデータをエクスポートする

のに便利です。

リクエストのインポート

リクエストデータを検証し、HP Demand 
Managementオープンインタフェーステーブルから標

準HP Demand Managementデータモデルにリクエス

トデータを読み込みます。

処理されたデマンドの履歴
指定されたデマンドセット用に処理されたデマンドの

履歴を表示します。

リクエスト詳細
選択基準を複数使用してリクエストに関する情報を示

します。

リクエスト詳細 (カスタムフィール

ドでフィルタ )

カスタムフィールドの値に基づいてリクエストをフィ

ルタできる点を除き、リクエスト詳細レポートと類似

しています。

リクエストヘッダタイプ詳細

リクエストヘッダタイプの設定の詳細を示します。

セットアップを監査し、特定のリクエストヘッダタイ

プで発生する可能性がある問題をデバッグするのに便

利です。
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PPM Centerでのこれらのレポートとその他の事前定義されたレポートの設定

および実行方法の詳細については、『Reports Guide and Reference』を参照して

ください。

リクエスト履歴

選択された各リクエストの完全なワークフローと

フィールド変更履歴をリスト表示します。詳細には、

完全なリクエストワークフロー履歴と監査用に設定し

たフィールド、および部分実行された各ステップの各

ステータス変更が含まれています。

 デマンドリスト

組織またはリソースへのデマンドのリストを示しま

す。このポートレットを設定して、デマンドタイプ、

アサインされている優先度の値、デマンド処理状況な

どの基準に基づきフィルタされたデマンド情報を表示

できます。

リクエストのクイックビュー
オープンしているリクエスト、クローズしたリクエス

トのサマリを優先度に基づいて整理して示します。

リクエストサマリ
選択基準に一致するリクエストのグループの合計カウ

ントを表示します。

リクエストサマリ (カスタムフィー

ルドでフィルタ )

カスタムフィールドの値に基づいてリクエストをフィ

ルタできる点を除き、リクエストサマリレポートと類

似しています。

リクエストタイプ詳細レポート

カスタムフィールド、取り得るステータス値、デフォ

ルトのロジック、および各リクエストタイプで使用さ

れるコマンドに関する詳細を含む、リクエストタイプ

の設定情報を表示します。

表 4-2. HP Demand Management レポート (2/2ページ )

レポート名 説明
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HP Demand Managementレポートの作成

HP Demand Managementレポートを作成するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. [作成 ] メニューで、[レポート ] をクリックします。

[新規レポートの送信 ] ページが開きます。

3. [レポートカテゴリ ] リストから、[Demand Management] を選択します。

[レポートの送信 : <レポート名>] ページが開きます。

4. 必要なすべてのフィールド、およびレポートの作成に使用する任意の

フィールドに入力します。

5. [送信 ] をクリックします。
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ポートレットを使用したリクエストの管理 

HP Demand Managementリクエストポートレットを使用すると、リクエスト情

報を整理して表示し、さらに、表示されたデータをドリルダウンしてさらに

詳細を表示できます。表 4-3に、PPM Dashboardページ (事前設定された [デマ

ンドマネージャ] ページを含む ) に追加して情報ニーズを満たすようにカスタ

マイズできる、デマンド関連ポートレットをリスト表示します。

[デマンドマネージャ ] ページに表示されるデフォルトのポートレットについ

ては、「[デマンドマネージャ ] ページ上のポートレット」 (125ページ ) を参照

してください。ポートレットに表示される情報を設定する方法については、

「ポートレットプリファレンスの設定」 (130ページ ) を参照してください。

表 4-3. デマンド関連ポートレット (1/4ページ )

ポートレット名 説明

[アサインキュー ]
リソースにまだアサインされていないデマンドのカスタマイ

ズ可能なビューを示します。このポートレットを使用して、リ

クエストにリソースをアサインします。

[デマンド集計 ]
組織に対するデマンドの概要を棒グラフで表示します。ドリル

ダウン機能により、表示されるリクエストに関する詳細を表示

できます。

[デマンド (カテゴリ別 )]

デマンドのさまざまな側面のグラフィカルサマリビューを示

します。ポートレットに表示される情報は、[部署 ]、デマンド

タイプ、[優先度 ] の値などに基づいて整理できます。特定のグ

ループ化 (数 ) 内のデマンドエントリの個数、またはグループ

化されたデマンドの統合された工数を基に、表示する情報を整

理することもできます。

[デマンドリスト ]
組織またはリソースへのデマンドのカスタマイズ可能なリス

トを示します。

[問題リスト ]
プログラムに関連付けられているオープン済み問題をリスト

表示します。
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[マイリクエスト ]

現在のユーザによって作成されたか、あるいは、現在のユーザ

にアサインされたリクエストで、ユーザが実行できるワークフ

ローステップにあるリクエストをすべて表示します。このポー

トレットは、最も緊急度の高いリクエストのビューを示しま

す。デフォルトでは、ユーザが作成したか、あるいは、ユーザ

にアサインされているすべてのリクエスト (現在のアクティブ

なステップを持つ ) を表示し、ユーザがポートレットをカスタ

マイズせずに情報を確認できるようにします。

[オープン済みリクエスト

(優先度別 )]

オープンされているリクエスト数をアサインされている優先

度値別にグループ化したグラフィックビューです。オープンさ

れている問題を視覚化し、グループ化できます。

[プログラムリスクリスト ]

プログラムとプログラムにリンクされているプロジェクトに

関連付けられているリスクをリスト表示します。ポートレット

をカスタマイズして、プログラム、プロジェクト、インパク

ト、オカレンスの確率、[インパクトレベル ]、その他の基準に

基づいてリスクを表示できます。アサインされているアクティ

ビティに関連するプログラムのみを表示するよう設定でき

ます。

[プログラムのスコープ変

更リスト ]

プログラムにリンクされているプロジェクトに関連付けられ

ているスコープ変更リクエストをすべて表示します。このポー

トレットの複数のインスタンスを設定し、さまざまなプログラ

ムおよびそれらがリンクされているプロジェクトに対して記

録されているスコープ変更を表示することができます。

カスタマイズして、[プロジェクト名 ]、[重要度 ]、[変更リクエ

ストレベル ] などの基準に基づいてスコープ変更リクエストを

表示できます。

[リクエストアクティビ

ティ ]

過去2週間にオープンされたリクエスト数とクローズされたリ

クエスト数や、現在オープンしているリクエスト数など、一般

的なアクティビティについての情報を示します。アクセスの多

いリクエストタイプ、およびそのリクエストタイプの担当とし

てアサインされたグループやユーザを表示します。

表 4-3. デマンド関連ポートレット (2/4ページ )

ポートレット名 説明
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[リクエストリスト ]

リクエストに関する一般的な情報を表示します。これには、説

明およびステータスが含まれます。[リクエスト番号 ] リンク

をクリックすると、対応するリクエストの詳細ページを開くこ

とができます。

PFM - 資産、PFM - 提案、PFM - プロジェクト、プロジェクト

詳細などのリクエストタイプのリクエストに対応する列を表

示するよう設定し、必要なアクセス許可がある場合、PPM
Centerの対応するエンティティへのリンクでもある、これらの

値をクリックできます。

 [ スタッフィング プロファイル ]

 [ 財務ベネフィット ]

 [ 参照ドキュメント ]

このポートレットのドリルダウン機能は、セキュリティベース

です。エンティティに対する [表示 ]、[編集 ]、[すべて表示 ]、
[すべて編集 ] のアクセス権限がない場合、その値はリンクとし

て表示されません。

[リクエスト参照 ]
[リクエスト参照 ] ポートレットは、[参照タイプ ]、[リレーショ

ンシップ ]、参照を追加した期間などのフィルタに基づいて、

パッケージに関連付けられた参照をリストします。

[リクエストサマリ ]

アサインされている [優先度 ]、[リクエストタイプ ]、各カテゴ

リのリクエスト合計数など、リクエストのグループについての

情報を表示します。任意のリクエスト、またはリクエストグ

ループをドリルダウンできます。

[リクエストサマリの棒グ

ラフ ]

選択したリクエストに関してロールアップされた情報を棒グ

ラフで表示します。その棒グラフが表すリクエストのリストを

表示するには、棒グラフをクリックします。

表 4-3. デマンド関連ポートレット (3/4ページ )

ポートレット名 説明
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HPには、デマンドマネージャが使用するリクエスト関連のデフォルトポート

レットを含む、事前設定された [デマンドマネージャ ] ページが用意されてい

ます。[デマンドマネージャ ] ページの詳細とこのページをPPM Dashboardに
追加する方法については、第 6 章「[デマンドマネージャ ] ページ」 (123ペー

ジ ) を参照してください。

[リクエストサマリの円グ

ラフ ]

選択したリクエストに関してロールアップされた情報を円グ

ラフで表示します。円グラフの部分が表すリクエストのリスト

を表示するには、円グラフの部分をクリックします。

[SLA例外のロールアップ ]

アクティブなサービスレベルアグリーメント (SLA) に含まれ

る、すべてのオープンされているデマンドをグラフィック (棒
グラフ ) 表示します。SLAはリクエストタイプルールで設定さ

れます。情報ニーズに応じて、[部署 ]、[アプリケーション ]、
デマンドタイプ、その他の基準に基づいてSLA情報をグループ

化できます。

違反は赤色で強調表示されます。違反するリクエストのリスト

を表示するには、[これらの例外の表示 ] をクリックしてくだ

さい。

表 4-3. デマンド関連ポートレット (4/4ページ )

ポートレット名 説明
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第 5 章 リクエストとプロジェクトの統合
リクエストとプロジェクトの統合の概要 

HP Demand ManagementとHP Project Managementの両方を所有しているカスタ

マは、HP Demand Management のリクエストトラッキング機能をHP Project
Managementの送信可能日付と実際日付のトラッキング機能と統合できます。

HP Demand ManagementとHP Project Managementを統合することで、リクエス

トをインタロッキングイニシアティブのスケーラブルなフレームワークへ

シームレスに折りたたむことができます。

タスクをHP Demand Managementのリクエストにリンクしても、プロジェクト

をサポートしている詳細アクティビティを即座に表示できます。プロジェク

ト、タスク、およびリクエスト間に指定可能なリレーションシップは次のと

おりです。

 リクエストに対するタスクの参照 : [タスクの詳細 ] ページの [参照 ] タブを使

用すると、タスクを新規および既存のリクエストにリンクできます。

 リクエストからのプロジェクトの参照 : [タスクの詳細 ] ページの [参照 ] タブ

を使用すると、リクエストから既存のプロジェクトを参照できます。リク

エストからプロジェクトを参照する方法については、「リクエストへの参

照の追加の概要」 (38ページ ) を参照してください。

 リクエストからのタスクの参照 : [タスクの詳細 ] ページの [参照 ] タブを使用

すると、リクエストから既存のタスクを参照できます。リクエストからタ

スクを参照する方法については、「リクエストへの参照の追加の概要」 (38
ページ) を参照してください。
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リクエストとプロジェクトを統合すると、2つのエンティティ間に依存リレー

ションシップが確立されます。たとえば、リクエストをパッケージの先行タ

スクとして指定できます。これは、リクエストがクローズされるまでパッケー

ジがそのワークフローに従って進めないことを意味します。表 5-1は、リクエ

ストとタスク間、およびリクエストとプロジェクト間に作成できる依存リ

レーションシップの一覧です。

リレーションシップの詳細については、「リクエストの詳細ページ、[参照 ] セ
クション」 (76ページ) を参照してください。

タスクからのリクエストの参照 

タスクからリクエストを参照するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. [検索 ] メニューで、[プロジェクト ] をクリックします。

[プロジェクトの検索 ] ページが開きます。

3. 検索基準を入力します。

4. [検索 ] をクリックします。

[プロジェクト検索] ページが再読み込まれ、検索結果が表示されます。

表 5-1. 依存リレーションシップ

エンティティから
エンティティ

依存
リレーションシップ

説明

リクエストからタスク このリクエスト関連
(情報 ) 選択したタスクはリクエスト

に関連付けられています。

リクエストからプロ

ジェクト
このリクエスト関連

(情報 ) 選択したプロジェクトはリク

エストに関連付けられています。

プロジェクトからリク

エスト
このプロジェクト関連

(情報) 選択したリクエスト (新規また

は既存 ) はこのプロジェクトに関連

付けられています。

タスクからリクエスト このタスク関連
(情報 ) 選択したリクエストはタスク

に関連付けられています。
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5. プロジェクトを開くには、[プロジェクト名 ] リストからプロジェクト名を

クリックします。

6. [プロジェクトサマリ ] タブで、[作業計画 ] セクションの上部にある [作業計

画の編集 ] をクリックします。

[作業計画の表示 ] ページがスケジュールビューに開きます。

7. タスクのリストで、更新するタスクを選択し、[タスクの詳細 ] アイコンを

クリックします。

[タスクの詳細 ] ページが開きます。

8. [参照 ] タブをクリックします。

9. [新規参照 ] リストから、[リクエスト (既存 )] または [リクエスト (新規 )] を選

択します。

10. [追加 ] をクリックします。

[リクエスト (既存 )] を選択した場合、[参照の追加 : リクエスト ] ページが開

きます。[リクエスト (新規 )] を選択した場合、[新規リクエストの作成 ] ウィ

ンドウが開きます。

11. [リクエスト (既存 )] を選択した場合、次の手順を実行します。それ以外の

場合、122ページの手順 12に進みます。

a. [参照の追加 : リクエスト ] ページで検索基準を入力して、[検索 ] をク

リックします。

[リクエスト検索結果 ] セクションに、検索基準に一致するリクエストが

リスト表示されます。

b. [リクエスト検索結果] セクションで、参照として追加するリクエストの

横にあるチェックボックスを選択します。

c. [追加] をクリックします。

[参照の追加 : リクエスト ] ページが閉じ、[タスクの詳細 ] ページが開

きます。[参照 ] タブの [保存時に追加される参照] フィールドに、選択し

たリクエストが表示されます。
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12. [リクエスト (新規 )] を選択した場合、[新規リクエストの作成 ] ウィンドウ

で次の手順を実行します。

a. [リクエストタイプ] フィールドで、リクエストタイプを選択します。

b. [作成] をクリックします。

[新規 <リクエストタイプ> の作成 ] ウィンドウが開きます。

c. すべての必須情報 (赤色のアスタリスクが付いている ) と役立つ任意

の情報を入力して、[送信 ] をクリックします。

[新規 <リクエストタイプ> の作成] ウィンドウが閉じ、[タスクの詳細]
ページが開きます。[参照 ] タブの [保存時に追加される参照 ] フィールド

に、今作成したリクエストが表示されます。

13. [完了 ] をクリックします。

リクエストはタスクに対して参照されます。[タスクの詳細 ] ページが閉

じ、[作業計画の表示 ] ページが開きます。

14. 作業計画に対する変更を保存するには、[完了 ] をクリックします。

リクエストとタスク間では、「このタスク関連」のみ指定できます。
122 第5 章



第 6 章 [デマンドマネージャ ] ページ
[デマンドマネージャ ] ページの概要

HP Demand Managementには、デマンドマネージャが使用するデフォルトの

ポートレットセットを表示する、事前設定された [デマンドマネージャ ] ペー

ジ (図 6-1を参照) が用意されています。情報ニーズに応じて、ページ上に追

加のデマンド関連ポートレットを表示し、各ポートレットが表示するデータ

をカスタマイズできます。

本章では、[デマンドマネージャ ] ページに表示されるデフォルトのポート

レットの説明、およびページに追加できるデマンド関連ポートレットについ

て説明します。[デマンドマネージャ ] ページに表示されるポートレットをカ

スタマイズする方法に関する情報もあります。[デマンドマネージャ ] ページ

をPPM Dashboardに追加する方法については、『スタートアップガイド』を参

照してください。
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図 6-1. [デマンドマネージャ ] ページ
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[デマンドマネージャ ] ページ上のポートレット

この項では、[デマンドマネージャ ] ページに表示されるデフォルトのポート

レットについて説明します。これらのポートレットをカスタマイズする方法

については、「ポートレットプリファレンスの設定」 (130ページ) を参照してく

ださい。

[デマンド集計 ] ポートレット

[デマンド集計 ] ポートレット (図 6-2) は、組織へのデマンドの概要をグラ

フィックで示します。グラフのセクションをドリルダウンすると、デマンド

カテゴリを満たすようにスケジューリング、デマンドを却下、表示するデー

タのフィルタを選択できます。

[デマンド集計 ] ポートレットの構成に使用できるすべてのフィルタフィール

ドの説明を表示するには、ポートレットの右上隅にある [ヘルプ ] アイコン

をクリックします。

図 6-2. [デマンド集計 ] ポートレット
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[部署別デマンド ] ポートレット 

[部署別デマンド ] ポートレット (図 6-3) は、デマンドのさまざまな領域のグ

ラフィカルサマリビューです。ポートレットをカスタマイズすると、[部署 ]、
[デマンドタイプ ]、[優先度] などに基づいてデマンド情報を表示できます。特

定のグループ化 (数 ) 内のデマンドエントリの個数、またはグループ化された

デマンドの統合された工数を基に、ポートレットを構成してグループ化され

た情報を表示することもできます。

図 6-3. [部署別デマンド ] ポートレット

[部署別デマンド ] ポートレットを構成できるすべてのフィルタフィールドの

説明を表示するには、ポートレットの右上隅にある [ヘルプ ] アイコン をク

リックします。
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[ビジネスイニシアチブ別デマンド ] ポートレット 

[ビジネスイニシアチブ別デマンド ] ポートレット (図 6-4) は、デマンドのさ

まざまな側面のグラフィカルビューです。このポートレットは、デマンドを

[部署 ]、[デマンドタイプ]、[優先度] などによってグループ化できるサマリを

示します。

特定のグループ化 (数) 内のデマンドエントリの個数、またはグループ化され

たデマンドの統合された工数を基に、ポートレットをカスタマイズしてグ

ループ化された情報を表示することもできます。

図 6-4. [ビジネスイニシアチブ別デマンド ] ポートレット

[ビジネスイニシアチブ別デマンド ] ポートレット用に構成できるすべての

フィルタフィールドの説明を表示するには、ポートレットの右上隅にある [ヘ
ルプ ] アイコン をクリックします。
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[部署別SLA例外 ] ポートレット

[部署別SLA例外 ] ポートレット (図 6-5) は、サービスレベルアグリーメント

(SLA) に含まれるすべてのオープンされているデマンドを棒グラフで表示し

ます。SLAはリクエストタイプルールで設定されます。このポートレットは、

デマンドに関連するアクティブなSLAを表示し、違反は赤色で強調表示します。

違反するリクエストのリストを表示するには、[これらの例外の表示 ] をクリッ

クしてください。このポートレットに表示されるSLA情報は、[部署 ]、[アプ

リケーション]、[デマンドタイプ ] などに基づいてデマンドをフィルタするこ

とでカスタマイズできます。

図 6-5. [部署別SLA例外 ] ポートレット

[部署別SLA例外 ] ポートレットを構成できるすべてのフィルタフィールドの

説明を表示するには、ポートレットの右上隅にある [ヘルプ ] アイコン をク

リックします。
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[イニシアチブの承認待ち ] ポートレット

[イニシアチブの承認待ち] ポートレット (図 6-6) は、PPM Centerリクエスト

に関する一般的な情報を表示します。これには、説明およびステータスが含

まれます。このポートレットは、[リクエストリスト ] ポートレットと同じリ

クエスト基準でフィルタできますが、より詳細なリクエスト情報を表示します。

このポートレットをカスタマイズして、[リクエストリスト ] ポートレットに

表示される情報と同じ情報を表示し、さらにより詳細な情報も表示できます。

図 6-6. [イニシアチブの承認待ち ] ポートレット

[ イニシアチブの承認待ち ] ポートレットを構成できるすべてのフィルタ

フィールドの説明を表示するには、ポートレットの右上隅にある [ヘルプ ] ア
イコン をクリックします。
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ポートレットプリファレンスの設定

ポートレットが表示するデータ、およびある程度のデータの表示方法を設定

できます。

ポートレットのプリファレンスを設定するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. 編集するポートレットが表示されているPPM Dashboardページを開きます。

3. ポートレットの右上隅にある [編集 ] アイコンをクリックします。

[プリファレンスの編集 : <ポートレット名> ] ページが開きます。

4. ページに表示されるポートレットのタイトルを変更するには、次の手順を

実行します。

a. ページの上部にある [タイトルを変更 ] をクリックします。

[ポートレットタイトルの編集 ] ウィンドウが開きます。

b. [タイトル ] フィールドで、現在のタイトルを選択し、新しいタイトル

を入力します。

c. タイトルを保存するには、[変更 ] をクリックします。

5. [プリファレンス ] セクションと [表示列の選択 ] セクションで、必要な変更

を行います。

6. [完了 ] をクリックします。

ポートレットに変更が反映されます。

ポートレットの使用については、次のドキュメントを参照してください。

 『ポートレットとモジュールの作成』

 『標準インタフェースのカスタマイズ』

 『スタートアップガイド』

[プリファレンス ] セクションでコントロールの説明を表示するには、ポートレットに戻

り、右上隅にある [ヘルプ ] アイコンをクリックします。
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